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民法九四条二項の類推適用に関する判例の表現について（七戸克彦）

一
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
高
裁
平
成
一
入
年
二
月
二
三
日
判
決
（
本
稿
末
尾
〔
図
表
3
〕
【
最
3
0
】
。
以
下
、
判
例
に
関
し
て
は
、
同
〔
図
表
3
〕
の
番
号
で
掲

記
す
る
）
は
、
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
関
し
て
、
従
来
の
判
例
法
理
の
枠
組
み
を
踏
み
越
え
る
新
判
断
を
下
し
た
。

　
従
来
の
判
例
の
判
断
枠
組
み
と
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（
〔
図
表
1
〕
）
。

〔
図
表
1
〕
従
来
の
判
例
の
判
断
枠
組
み

事
案
類
型

本
人
側
要
件
（
帰
責
性
）

根
拠
条
文

第
三
者
側
要
件
（
信
頼
）

①

外
形
自
己
作
出
型

外
形
作
出
に
積
極
的
に
関
与

九
四
条
二
項
目
単
独
）
類
推
適
用

善
意

②

外
形
他
人
作
出
型

他
人
の
作
出
し
た
外
形
の
承
認
・
放
置

③

意
思
外
形
非
対
応
型

第
一
外
形
の
作
出
に
積
極
的
関
与
・
承
認

九
四
条
二
項
・
一
一
〇
条
の
法
意

善
意
・
無
過
失

　
と
こ
ろ
が
、
【
最
3
0
】
は
、
本
人
側
要
件
に
つ
き
、
外
形
作
出
へ
の
関
与
・
承
認
が
認
め
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
し
た
が

っ
て
要
件
的
に
は
②
外
形
他
人
作
出
型
に
し
か
該
当
し
な
い
）
、
第
三
者
側
要
件
に
つ
き
、
③
意
思
外
形
非
対
応
型
の
要
件
で
あ
る
善

意
・
無
過
失
を
要
求
し
た
。
し
か
も
、
従
来
の
③
意
思
外
形
非
対
応
型
に
関
す
る
判
例
の
言
い
回
し
は
、
「
民
法
九
四
条
二
項
、
一

一
〇
条
の
法
意
に
照
ら
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
同
判
決
で
は
、
「
民
法
九
四
条
二
項
、
一
一
〇
条
の
類
推
適
用
に

よ
り
」
と
い
う
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
学
説
に
お
い
て
は
、
「
法
意
」
と
「
類
推
適
用
」
の
意
味
の
異
同
も
争
わ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
問
題
の
う
ち
、
第
三
者
側
要
件
と
し
て
無
過
失
を
要
求
す
る
か
否
か
は
、
九
四
条
二
項
を
単
独
で
援
用
す
る
か
、
一
一
〇

条
を
も
重
畳
的
に
援
用
す
る
か
の
違
い
に
か
か
っ
て
い
る
。
で
は
、
「
法
意
」
と
「
類
推
適
用
」
の
違
い
は
、
い
か
な
る
差
異
を
も

た
ら
す
か
。
ま
た
、
判
例
の
中
に
は
、
禁
反
言
、
信
義
則
違
反
、
権
利
外
観
法
理
、
表
見
法
理
と
い
っ
た
一
般
原
則
を
援
用
す
る
も

の
も
あ
る
が
（
〔
図
表
2
〕
）
、
こ
れ
ら
の
挙
示
は
、
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
る
の
か
。

83



〔
図
表
2
〕
判
旨
の
表
現
の
諸
相
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A

九
四
条
二
項
直
接
適
用

B

禁
反
言
・
信
義
則
違
反

圖

禁
反
言

瑚

信
義
則
違
反

C

類
推
適
用

α

九
四
条
二
項
（
単
独
）
類
推
適
用
「

㏄

九
四
条
二
項
・
一
一
〇
条
（
重
畳
）
類
推
適
用

D

法
意

m
九
四
条
二
項
の
法
意

㎎

九
四
条
二
項
・
＝
○
条
の
法
意

E

権
利
外
観
法
理
・
表
見
法
理

班

権
利
外
観
法
理

麗

表
見
法
理

F

そ
の
他
（
九
三
条
（
類
推
）
適
用
、
一
一
〇
条
（
類
推
）
適
用
な
ど
）

・

84

（
1
）
　
九
四
条
二
項
類
推
適
用
法
理
に
関
す
る
判
例
の
総
合
研
究
と
し
て
は
、
中
舎
寛
樹
「
日
本
法
の
展
開
（
三
）
判
例
の
法
形
成
－
無
権
利
者
か

　
ら
の
不
動
産
の
取
得
」
広
中
俊
雄
”
星
野
英
一
（
編
）
『
民
法
典
の
百
年
－
全
般
的
考
察
』
（
有
斐
閣
、
平
成
一
〇
年
）
三
九
七
頁
が
あ
り
、
そ
の
後

　
の
判
例
を
補
完
し
た
業
績
と
し
て
、
久
須
本
か
お
り
「
九
四
条
二
項
類
推
適
用
あ
る
い
は
九
四
条
二
項
・
一
一
〇
条
重
畳
的
類
推
適
用
の
限
界
（
一
）

　
～
（
二
．
完
）
」
愛
知
大
学
法
学
部
法
経
論
集
一
七
一
号
（
平
成
一
八
年
）
一
頁
、
一
七
二
号
一
二
一
頁
が
あ
る
。
本
稿
末
尾
〔
図
表
3
〕
の
う
ち
、

　
①
【
下
4
7
】
ま
で
は
、
中
断
．
前
掲
四
四
二
頁
の
挙
示
す
る
裁
判
例
、
②
【
下
4
8
】
か
ら
【
最
3
0
】
ま
で
は
、
久
辻
三
・
前
掲
「
（
二
・
完
）
」
一
五

　
六
頁
に
よ
り
補
追
さ
れ
た
裁
判
例
、
③
【
大
0
】
【
下
0
】
【
最
0
】
な
ら
び
に
枝
番
号
（
【
a
】
【
b
】
…
…
）
を
付
し
た
裁
判
例
は
、
筆
者
（
七
戸
）

　
が
さ
ら
に
補
充
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
紙
幅
の
制
約
上
、
本
稿
で
は
、
裁
判
例
の
す
べ
て
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
本
文
で
は
、
そ
の
中

　
か
ら
、
と
く
に
禁
反
言
の
系
譜
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
が
、
こ
の
ほ
か
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
を
論
じ
た
従
来
の
学
説
が
触
れ
て
い
な
か
っ
た

　
類
型
と
し
て
、
譲
渡
担
保
権
者
か
ら
善
意
で
不
動
産
を
取
得
し
た
者
を
保
護
す
る
判
例
類
型
が
あ
り
（
古
く
は
【
大
0
】
、
戦
後
の
判
例
で
は
【
最
1
4

　
a
】
【
最
2
0
a
】
な
ど
）
、
こ
の
類
型
に
関
し
て
は
、
一
七
七
条
と
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。



民法九四条二項の類推適用に関する判例の表現について（七戸克彦）

二
　
判
旨
の
表
現
の
諸
相

　
1
　
禁
反
言

　
判
例
に
お
い
て
、
〔
1
C
〕
九
四
条
二
項
類
推
適
用
法
理
が
登
場
し
た
の
は
、
戦
後
、
昭
和
二
九
年
の
【
最
1
】
に
始
ま
る
。
で
は
、

そ
れ
以
前
の
時
代
に
お
い
て
、
仮
装
行
為
を
信
頼
し
て
取
引
関
係
に
入
っ
た
者
は
、
ま
っ
た
く
保
護
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、

そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
時
代
、
無
権
利
者
か
ら
の
取
得
者
を
保
護
す
る
機
能
を
営
ん
で
い
た
の
は
、
〔
1
B
〕
禁
反
言
（
エ
ス
ト
ッ
ペ

ル
）
の
法
理
で
あ
っ
た
。
〔
1
C
〕
九
四
条
二
項
類
推
適
用
法
理
は
、
こ
の
〔
別
〕
禁
反
言
の
法
理
を
直
接
適
用
す
る
戦
前
の
判
例
理

論
を
承
継
す
る
形
で
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
O
　
理
論
の
登
場
時
期

　
禁
反
言
の
法
理
に
関
す
る
判
例
は
、
現
行
民
法
制
定
期
よ
り
存
在
す
る
。
こ
の
時
代
の
弁
護
士
職
は
、
英
法
学
派
が
主
流
を
占
め

て
い
た
た
め
、
彼
ら
は
、
日
本
の
法
廷
に
お
い
て
、
こ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
基
本
原
則
を
援
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

大
判
明
治
三
一
年
一
〇
月
二
日
民
録
四
壁
九
巻
二
〇
頁
は
、
①
「
所
謂
禁
反
言
ノ
法
則
ハ
我
邦
二
於
テ
モ
之
ヲ
二
十
ラ
レ
タ
ル
モ

ノ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
し
て
は
ね
つ
け
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
②
「
仮
二
死
法
則
ノ
精
神
ハ
一
個
ノ
法
理
ト
シ
テ
本
国

二
於
テ
モ
之
ヲ
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
ル
モ
」
と
の
仮
定
の
下
に
、
具
体
的
な
要
件
判
断
も
行
っ
て
い
る
（
た
だ
し
、
結
論
的
に
は
、

本
件
事
案
は
「
禁
反
言
ノ
法
則
ヲ
適
用
ス
ヘ
キ
場
合
ニ
ア
ラ
ス
」
と
認
定
さ
れ
た
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
だ
が
、
そ
の
後
、
昭
和
期
に
な
っ
て
、
判
例
は
、
禁
反
言
の
原
則
を
肯
定
す
る
立
場
に
転
じ
た
。
こ
の
言
葉
が
登
場
す
る
の
は
、

大
判
昭
和
＝
年
四
月
二
八
日
民
集
一
五
巻
六
五
七
頁
、
大
判
昭
和
一
二
年
一
二
月
一
八
日
密
集
一
六
巻
一
入
六
二
頁
、
大
判
昭
和

＝
二
年
二
月
一
二
日
民
集
一
七
巻
＝
二
二
頁
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
以
降
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
い
ず
れ
の
判
決
も
、
当

事
者
の
主
張
を
排
斥
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
上
記
判
決
の
四
日
後
、
【
大
3
d
】
は
、
建
物
所
有
者
が
旧
建
物
の
登
記
を
新
建
物
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の
登
記
で
あ
る
か
の
よ
う
に
仮
装
し
て
第
三
者
と
の
問
で
抵
当
権
を
設
定
し
た
事
案
に
つ
き
、
表
示
ど
お
り
抵
当
権
設
定
者
と
し
て

の
責
任
を
負
う
の
は
「
禁
反
言
ノ
法
理
二
丁
フ
ル
モ
当
然
」
と
判
示
す
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
判
例
に
お
け
る
禁
反

言
原
則
の
承
認
は
、
他
な
ら
ぬ
不
動
産
登
記
の
分
野
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
同
判
決
以
降
は
、
種
々
の
紛
争
類
型
に
お
い
て
、
禁
反
言
の
主
張
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
な
ぜ
、
昭
和
一
一
年
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

降
、
禁
反
言
の
主
張
が
連
続
し
て
登
場
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
に
は
、
伊
澤
孝
平
『
表
示
行
為
の
公
信
力
』
の
刊
行
が
影
響
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
禁
反
言
」
構
成
の
具
体
的
内
容
も
ま
た
、
伊
澤
・
同
書
の
影
響
下
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
と

こ
ろ
、
伊
澤
は
、
〔
1
〕
「
英
米
法
と
わ
が
法
制
と
は
其
の
体
系
を
異
に
す
る
関
係
上
、
本
制
度
を
其
の
儘
移
し
て
わ
が
法
律
制
度
の

中
に
織
り
込
み
、
直
ち
に
英
米
法
系
に
お
け
る
と
同
様
な
る
活
躍
を
為
さ
し
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
併
し
元
来
人
間
に
普
遍
的

な
る
正
義
の
要
求
、
衡
平
の
理
念
よ
り
生
じ
た
制
度
で
あ
る
か
ら
、
他
の
諸
々
の
文
化
現
象
と
同
じ
く
国
境
を
知
ら
ざ
る
も
の
で
あ

り
、
わ
が
国
に
於
い
て
其
の
長
を
採
り
短
を
捨
て
・
共
同
的
精
神
的
所
有
物
と
し
て
発
達
せ
し
め
る
こ
と
に
は
何
等
の
支
障
も
な

い
」
、
〔
H
〕
「
我
が
私
法
中
に
も
本
原
則
は
各
所
に
採
用
せ
ら
れ
て
居
り
」
、
〔
皿
〕
「
判
例
も
本
原
則
の
支
配
を
確
認
し
て
居
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　

述
べ
て
い
た
。

　
こ
の
う
ち
、
〔
1
〕
は
、
自
然
法
的
な
観
点
に
立
っ
て
（
あ
る
い
は
ま
さ
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
し
て
）
禁
反
言
の
法
理
の
直
接
適
用

を
考
え
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
〔
H
〕
に
お
い
て
、
直
接
適
用
さ
れ
る
の
は
、
当
該
条
文
・
法
制
度
で
あ

っ
て
、
禁
反
言
は
、
当
該
規
定
の
解
釈
（
限
定
解
釈
や
拡
張
解
釈
）
を
行
う
際
の
解
釈
基
準
・
指
針
と
し
て
平
信
的
に
機
能
す
る
に

と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
、
信
義
則
の
有
す
る
二
つ
の
…
機
能
－
一
1
①
契
約
や
法
規
に
対
し
て
単
な
る
解
釈
指
針
と
し
て
働
く
に
す
ぎ
な
い

場
合
と
、
②
よ
り
積
極
的
に
契
約
・
法
規
を
補
充
・
修
正
す
る
場
合
の
違
い
、
あ
る
い
は
、
民
法
一
条
一
項
（
公
共
の
福
祉
）
や
二

条
（
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
）
は
、
①
個
々
の
条
文
の
解
釈
指
針
と
し
て
働
く
に
す
ぎ
な
い
か
、
そ
れ
と
も
②
具
体
的
法

規
範
性
を
も
っ
て
直
接
適
用
さ
れ
る
か
の
対
立
、
あ
る
い
は
、
憲
法
学
の
領
域
に
お
け
る
、
憲
法
規
定
の
私
人
間
効
力
に
関
す
る
①
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間
接
効
力
説
と
②
直
接
効
力
説
の
対
立
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
〔
皿
〕
は
、
禁
反
言
法
理
を
判
例
法
と
し
て
位
置
づ
け
る

よ
う
に
読
め
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
た
場
合
に
は
、
上
記
〔
1
〕
自
然
法
的
発
想
に
よ
る
法
源
性
の
承
認
と
同
様
、
禁
反
言
原

則
は
②
具
体
的
法
規
範
性
を
有
し
、
当
事
者
間
を
直
接
に
規
律
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
口
　
そ
の
後
の
展
開

　
で
は
、
ど
う
し
て
判
例
は
、
戦
後
、
昭
和
二
九
年
に
な
っ
て
〔
l
C
〕
九
四
条
二
項
「
類
推
適
用
」
構
成
へ
と
変
化
し
た
の
か
。

【
下
0
】
の
次
の
よ
う
な
判
旨
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
法
上
の
法
原
則
で
あ
る
〔
別
〕
禁
反
言
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
い
て
条

文
根
拠
が
な
い
点
が
問
題
視
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
以
下
、
真
の
権
利
者
を
A
、
仮
装
名
義
人
を
B
、
第
三
者
を
C
の
表
記
で
統
一
す
る
）
。

　
英
米
両
国
の
判
例
法
上
の
原
則
で
あ
る
禁
反
言
の
法
理
が
そ
の
ま
・
法
規
と
し
て
、
現
在
の
日
本
国
の
裁
判
所
を
拘
束
し
又
は
日
本
国
内

の
社
会
に
お
け
る
事
実
関
係
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
の
問
題
は
別
と
し
て
も
、
C
は
本
件
に
お
い
て
具
体
的
に
英
米
国
の
い
か
な
る
判

例
に
あ
ら
わ
れ
た
原
則
を
本
件
に
援
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
又
抽
象
的
に
、
ど
の
よ
う
な
法
理
を
禁
反
言
と
い
っ
て
い
る
の
か
明
か

で
な
い
が
、
仮
に
、
特
定
の
第
三
者
又
は
一
般
第
三
者
に
対
し
一
定
の
事
項
に
つ
い
て
或
る
表
示
を
為
し
た
も
の
は
、
そ
の
第
三
者
又
は
一

般
第
三
者
中
の
或
る
者
が
そ
の
表
示
を
信
頼
し
て
、
看
る
行
為
を
為
し
た
た
め
右
表
示
を
為
し
た
も
の
が
右
表
示
と
異
る
主
張
を
為
す
と
、

右
行
為
を
為
し
た
第
三
者
が
不
利
益
を
被
る
場
合
に
は
、
右
表
示
者
は
右
表
示
に
拘
束
さ
れ
、
之
と
異
る
主
張
を
為
し
え
な
い
と
い
う
原
則

を
い
う
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
…
…
A
が
右
許
可
申
請
又
は
竣
功
届
に
記
載
し
た
事
項
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
禁
反

言
の
法
理
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
之
を
認
め
る
に
足
る
証
拠
が
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
〔
1
C
〕
九
四
条
二
項
「
類
推
適
用
」
構
成
が
採
用
さ
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
【
最
1
】
登
場
の
前
年
、
【
最
0
】
【
最
O

a
】
に
お
い
て
、
当
事
者
の
〔
A
〕
九
四
条
二
項
の
直
接
適
用
の
主
張
な
ら
び
に
従
来
型
の
〔
m
〕
禁
反
言
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
87
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た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
い
ず
れ
も
登
記
名
義
人
に
対
す
る
農
地
買
収
処
分
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
事
案
。
し
か
し
、

両
判
決
の
直
前
に
最
（
大
）
判
昭
和
二
八
年
二
月
二
八
日
民
集
七
巻
二
号
一
五
七
頁
が
、
農
地
買
収
に
関
し
て
は
私
法
規
定
の
適
用
は
な
い
と

し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
理
由
に
、
両
判
決
と
も
当
事
者
の
主
張
は
排
斥
さ
れ
た
）
。

　
一
方
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
事
情
の
下
に
登
場
し
た
【
最
1
】
の
〔
α
〕
「
九
四
条
二
項
類
推
適
用
」
構
成
と
、
従
前
の
〔
斑
〕

「
禁
反
言
」
横
…
成
の
関
係
に
関
し
て
は
、
【
最
1
】
の
上
告
理
由
が
「
私
は
此
際
英
法
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
の
原
則
に
よ
り
救
済
さ
れ
て
い

る
諸
制
度
殊
に
団
。
。
8
題
9
ξ
菊
。
肩
¢
。
。
窪
§
一
8
の
制
度
の
精
神
を
我
民
法
第
九
十
四
条
の
解
釈
に
移
入
し
我
司
法
権
の
権
威
に
対
す

る
国
民
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
主
張
は
、
禁
反
言
の
機
能
を
、

①
九
四
条
二
項
を
適
用
す
る
際
の
単
な
る
解
釈
指
針
と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
、
禁
反
言

は
イ
ギ
リ
ス
法
上
の
概
念
で
あ
っ
て
日
本
に
お
け
る
条
文
根
拠
が
な
い
、
と
の
直
示
批
判
を
免
れ
る
た
め
の
単
な
る
便
法
に
す
ぎ
な

い
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
む
し
ろ
、
こ
こ
で
直
接
適
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
依
然
と
し
て
、
②
戦
前
以
来
の
禁
反
言
則
で
あ
る
よ
う
に

も
見
え
る
。
そ
も
そ
も
種
々
存
在
す
る
第
三
者
保
護
規
定
の
中
か
ら
九
四
条
二
項
を
選
択
し
た
こ
と
自
体
、
お
そ
ら
く
は
上
記
農
地

買
収
に
関
す
る
先
行
判
例
を
参
照
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
合
理
性
は
な
い
（
純
理
的
に
い
え
ば
、
一
九
二
条
の
動
産
即
時
取

得
の
規
定
を
準
用
す
る
か
、
あ
る
い
は
戦
後
新
設
さ
れ
た
一
条
二
項
を
援
用
す
る
ほ
う
が
、
ま
だ
説
得
力
が
あ
る
）
。

　
他
方
、
【
最
1
】
に
よ
っ
て
〔
α
〕
「
九
四
条
二
項
類
推
適
用
」
構
成
が
確
立
さ
れ
た
後
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
こ
の
構
成
に
依

拠
せ
ず
、
①
戦
前
以
来
の
〔
1
B
〕
「
禁
反
言
」
構
成
、
あ
る
い
は
、
②
戦
後
新
設
さ
れ
た
一
条
二
項
に
基
づ
く
〔
磁
〕
「
信
義
則
」
構

成
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
事
案
類
型
が
存
在
し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
う
ち
、
①
の
類
型
は
、
夫
A
が
建
物
の

増
築
部
分
に
つ
き
妻
B
名
義
の
虚
偽
登
記
を
経
由
し
て
第
三
者
C
に
抵
当
権
を
設
定
さ
せ
た
事
案
（
【
下
3
a
】
）
、
父
A
が
子
B
名

義
の
登
記
を
経
由
し
た
事
案
（
【
下
3
b
】
【
下
8
a
】
）
、
競
売
不
動
産
の
賃
借
人
A
が
虚
偽
の
賃
借
権
登
記
を
経
由
し
て
競
落
人
C

を
即
言
し
た
事
案
（
【
下
1
2
c
】
）
で
あ
っ
て
、
真
の
権
利
者
A
に
第
三
者
C
に
対
す
る
明
確
な
欺
岡
の
意
思
が
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
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－
真
の
権
利
者
A
と
第
三
者
C
の
利
益
バ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
、
A
の
帰
宿
性
が
圧
倒
的
に
大
き
い
類
型
　
で
あ
る
。
一
方
、
②

の
類
型
は
、
（
真
の
権
利
者
A
と
第
三
者
C
と
の
間
の
紛
争
で
は
な
く
し
て
）
仮
装
名
義
人
B
か
ら
第
三
者
C
に
対
す
る
請
求
事
例
で
あ

る
が
（
九
四
条
の
無
効
は
、
真
の
権
利
者
A
・
虚
偽
表
示
の
相
手
方
B
の
い
ず
れ
も
主
張
可
能
な
は
ず
で
あ
る
が
、
第
三
者
C
と
の
利
益
バ
ラ

ン
ス
は
、
対
A
と
対
B
と
で
は
大
き
く
異
な
る
）
、
こ
の
事
案
に
関
す
る
判
例
の
態
度
は
若
干
動
揺
し
、
【
下
1
a
】
の
〔
2
B
〕
「
信
義

則
」
構
成
の
後
、
【
下
9
a
】
は
従
来
型
の
〔
別
〕
「
禁
反
言
」
構
成
を
採
用
し
た
が
、
最
高
裁
判
例
【
最
3
b
】
【
最
2
2
a
】
に
よ

り
〔
2
B
〕
「
信
義
則
」
構
成
に
確
定
し
た
。

　
な
お
、
以
上
①
②
の
類
型
の
う
ち
、
①
の
類
型
に
関
す
る
裁
判
例
の
多
く
は
、
第
三
者
C
側
の
信
頼
（
善
意
）
要
件
を
問
題
に
し

て
い
な
い
。
他
方
、
②
類
型
に
関
し
て
も
、
今
日
の
〔
2
B
〕
「
信
義
則
」
構
成
に
あ
っ
て
は
、
第
三
者
の
主
観
的
態
様
を
問
題
と
し

て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
〔
1
B
〕
禁
反
言
・
〔
磁
〕
信
義
則
と
い
っ
た
一
般
条
項
を
直
接
適
用
し
た
場
合
に
は
、
〔
α
〕
九
四
条
二

項
類
推
適
用
に
お
け
る
よ
う
な
条
文
の
文
言
（
こ
こ
で
は
第
三
者
の
「
善
意
」
）
の
足
枷
か
ら
完
全
に
自
由
に
な
る
。

　
2
　
九
四
条
二
項
の
「
類
推
適
用
」

　
O
　
理
論
の
登
場
時
期

　
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
新
た
に
定
立
さ
れ
た
〔
l
C
〕
九
四
条
二
項
「
類
推
適
用
」
構
成
も
、
従
前
の
〔
圖
〕
「
禁
反
言
」
構
成
に

向
け
ら
れ
た
批
判
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
他
な
ら
ぬ
【
最
1
】
判
決
に
お
い
て
す
ら
、
，
「
法
理
上
の
根
拠
を
詳
に
し

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
に
わ
か
に
替
同
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
少
数
意
見
（
藤
田
八
郎
裁
判
官
）
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
も
ま
た
、
〔
9
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
な
る
法
律
構
成
の
実
体
が
、
従
前
の
〔
団
〕
「
禁
反
言
」
構
成
に
向
け
ら
れ
た
批

判
を
か
わ
す
た
め
の
単
な
る
便
法
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
〔
1
C
〕
「
類
推
適
用
」
構
成
の
正
体
は
、
少
な

く
と
も
当
初
段
階
に
お
い
て
は
〔
1
B
〕
「
禁
反
言
」
構
成
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
昭
和
三
七
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
現
れ
た
二
番
目
の
最
高
裁
判
例
【
最
2
】
の
時
代
に
な
る
と
、
事
情
は
、

若
干
変
わ
っ
て
く
る
。
問
題
は
、
同
判
決
が
、
【
最
1
】
の
判
旨
の
表
現
「
民
法
九
四
条
二
項
を
類
推
し
」
に
従
わ
ず
、
「
民
法
九
四

条
二
項
の
法
意
に
照
し
」
と
の
表
現
を
用
い
て
い
る
点
に
あ
り
、
【
最
2
】
の
調
査
官
解
説
は
、
前
掲
伊
澤
『
表
示
行
為
の
公
信
力
』

を
引
用
し
つ
つ
、
【
最
2
】
に
い
う
「
民
法
九
四
条
二
項
の
法
意
」
と
は
、
虚
偽
の
外
観
の
作
出
行
為
よ
り
は
、
そ
の
長
期
間
の
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

置
に
対
す
る
〔
l
B
〕
禁
反
言
の
法
理
の
適
用
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
禁
反
言
の
…
機
能
に
関
す
る
「
使
い
分
け
」
な

い
し
「
機
能
の
限
定
」
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
第
一
の
場
合
は
、
禁
反
言
が
九
四
条
二
項
の
適
用
に
関
す
る
単
な
る
解
釈
指
針

と
し
て
の
機
能
し
か
有
さ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
適
用
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
も
九
四
条
二
項
で
あ
る
か
ら
、
第
三
者
保
護

の
た
め
の
要
件
は
、
九
四
条
二
項
の
規
定
す
る
要
件
に
拘
束
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
A
B
間
に
「
通
謀
」
が
な
い
場
合
に

は
、
要
件
を
満
た
さ
ず
、
第
三
者
は
保
護
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
第
二
の
場
合
は
、
禁
反
言
が
具
体
的
法
規
範
性
を
も
っ

て
直
接
適
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
九
四
条
二
項
は
、
単
に
禁
反
言
則
に
条
文
根
拠
を
与
え
る
た
め
の
便
宜
的
存
在

に
す
ぎ
ず
、
要
件
判
断
は
あ
く
ま
で
も
禁
反
言
に
関
す
る
そ
れ
に
基
づ
き
な
さ
れ
る
か
ら
、
「
通
謀
」
要
件
は
必
ず
し
も
必
要
で
は

な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
九
四
条
二
項
の
要
件
判
断
と
は
無
関
係
に
な
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
関
し
て
は
、
「
類
推
適
用
」

の
表
現
を
用
い
ず
、
「
法
意
」
の
表
現
を
用
い
る
の
だ
、
と
。
以
上
の
結
果
、
一
般
条
項
た
る
〔
1
B
〕
禁
反
言
が
直
接
適
用
さ
れ
る

場
面
は
、
「
通
謀
」
が
な
い
場
合
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
昭
和
四
一
年
の
【
最
3
】
の
調
査
官
解
説
も
、
同
様
に
、
真
の
権
利
者
A
が
B
の
承
諾
を
得
ず
に
B
名
義
の
仮
装
外
観
を

作
出
し
た
場
合
一
す
な
わ
ち
「
通
謀
」
要
件
が
欠
け
る
場
合
　
　
に
は
、
「
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
で
は
解
決
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

が
で
き
ず
、
禁
反
言
の
法
理
ま
た
は
信
義
則
等
を
適
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

　
口
　
そ
の
後
の
展
開

　
だ
が
、
①
九
四
条
二
項
の
「
類
推
適
用
」
と
②
そ
の
「
法
意
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
禁
反
言
の
直
接
適
用
と
を
隔
て
る
基
準
で
あ
る
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「
通
謀
」
要
件
に
関
し
て
は
、
す
で
に
【
最
2
】
【
最
3
】
当
時
よ
り
崩
壊
が
生
じ
て
い
た
。
ま
ず
、
〔
1
〕
真
の
権
利
者
A
側
の
態

様
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
外
形
他
人
作
出
型
に
つ
き
、
虚
偽
の
外
観
に
対
す
る
A
の
放
置
を
、
B
と
の
問
の
通
謀
と
同
等
の
も
の

と
評
価
す
る
操
作
を
通
じ
て
、
【
最
1
】
の
立
場
が
推
し
及
ぼ
さ
れ
た
（
最
初
期
の
裁
判
例
と
し
て
【
下
2
】
。
そ
の
後
、
【
下
5
】
【
下

7
】
【
下
8
】
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
〔
H
〕
名
義
人
B
側
の
態
様
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
端
的
な
処
理
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
外

形
作
出
に
関
す
る
B
の
意
思
的
関
与
が
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
事
例
に
つ
い
て
も
、
【
最
1
】
の
〔
α
〕
九
四
条
二
項
の
類
推
適

用
の
法
律
構
成
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
【
下
4
】
【
下
6
】
【
下
1
1
】
）
。

　
そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
「
通
謀
」
要
件
の
〔
1
〕
緩
和
お
よ
び
〔
H
〕
不
問
の
措
置
は
、
上
記
【
最
3
】
か
ら
四
年
後
の
昭
和

四
五
年
に
な
っ
て
、
最
高
裁
の
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
ま
ず
、
〔
1
〕
A
側
の
態
様
に
関
し
て
、
【
最
1
0
】
は
、
A
の
事
後
的
な

「
明
示
ま
た
は
黙
示
の
承
認
」
が
あ
る
場
合
に
も
、
前
壷
【
最
1
】
の
立
場
が
妥
当
す
る
旨
を
判
示
す
る
に
至
っ
た
（
な
お
、
判
明
は
、

【
最
－
】
の
用
い
る
「
類
推
適
用
」
の
表
現
で
は
な
く
、
「
民
法
九
四
条
二
項
の
法
意
に
照
ら
し
」
の
表
現
を
用
い
て
い
る
）
。
一
方
、
〔
H
〕

B
側
の
態
様
に
関
し
て
は
、
【
最
1
2
】
が
、
「
右
登
記
に
つ
い
て
登
記
名
義
人
の
承
諾
の
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
不
実
の
登
記
の
存

在
が
真
実
の
所
有
者
の
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
以
上
、
右
九
四
条
二
項
の
法
意
に
照
ら
し
、
同
条
項
を
類
推
適
用
す
べ
き
も
の

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
旨
を
判
示
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
通
謀
あ
り
目
九
四
条
二
項
類
推
適
用
、
通
謀
な
し
1
1
禁
反
言
・
信
義
則
直
接
適
用
と
い
う
区
別
は
、
も
は
や
成
り
立

た
な
く
な
っ
た
が
（
し
か
も
【
最
1
2
】
は
「
法
意
」
と
「
類
推
適
用
」
の
用
語
の
両
方
を
用
い
て
い
る
）
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
【
最
1
2
】

の
調
査
官
解
説
は
、
①
九
四
条
二
項
の
「
類
推
適
用
」
と
②
同
条
項
の
「
法
意
」
で
あ
る
禁
反
言
・
信
義
則
の
直
接
適
用
の
区
別
を

　
　
　
　
　
　
さ

維
持
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
解
説
中
に
は
、
①
「
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
と
い
う
構
成
は
、
そ
の
判
断
根
拠
を
実
定
法
に
求

め
る
た
め
の
解
釈
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
他
な
ら
な
い
〔
か
ら
、
法
文
の
要
求
す
る
「
通
謀
」
要
件
〕
に
拘
泥
す
る
実
質
的
理
由
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
」
と
の
記
述
も
認
め
ら
れ
、
こ
の
記
述
に
従
う
な
ら
ば
、
む
し
ろ
①
「
類
推
適
用
」
の
事
案
も
ま
た
、
直
接
適
用
さ
れ
て
い
る
の
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は
禁
反
言
・
信
義
則
の
側
で
あ
っ
て
、
九
四
条
二
項
は
、
単
に
条
文
根
拠
を
求
め
た
だ
け
の
便
宜
的
存
在
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
3
　
九
四
条
二
項
＋
一
【
○
条
の
「
法
意
」

　
と
こ
ろ
で
、
「
類
推
適
用
」
と
「
法
意
」
の
異
同
を
め
ぐ
る
論
議
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
に
四
回
生
じ
た
。
そ
の
第
一
は
、
上
記

外
形
自
己
作
出
型
に
関
す
る
【
最
2
】
の
「
民
法
九
四
条
二
項
の
法
意
」
な
る
表
現
と
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
【
最
1
】
の
「
民

法
九
四
条
二
項
を
類
推
し
」
の
表
現
の
異
同
で
あ
り
、
第
二
は
、
意
思
外
形
非
対
応
型
の
事
案
に
関
し
て
、
第
三
者
の
無
過
失
を
要

求
し
た
【
最
5
】
の
判
旨
「
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
一
一
〇
条
の
法
意
」
の
表
現
と
、
上
記
【
最
1
】
の
「
類
推
」
の
表
現
の
異

同
で
あ
っ
た
。
第
三
次
の
異
同
問
題
は
、
昭
和
四
五
年
の
二
つ
の
判
決
【
最
1
0
】
【
最
1
2
】
の
表
現
で
あ
っ
て
、
両
判
決
も
ま
た
、

当
事
者
側
の
「
通
謀
」
要
件
を
緩
和
な
い
し
撤
廃
す
る
際
に
、
「
九
四
条
二
項
の
法
意
に
照
ら
し
」
の
表
現
を
用
い
た
。
そ
し
て
、

通
算
四
回
目
と
な
る
の
が
、
本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
平
成
一
入
年
【
最
3
0
】
の
「
民
法
九
四
条
二
項
、
一
一
〇
条
の
類
推
適
用
」
の

表
現
と
、
【
最
5
】
以
降
の
判
例
の
承
平
「
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
＝
○
条
の
法
意
」
の
表
現
の
異
同
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
e
　
理
論
の
登
場
時
期

　
そ
も
そ
も
「
法
意
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
明
治
初
期
か
ら
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
法
意
二
照
シ
（
徴
シ
・
鑑
ミ
）
」
の
表

現
を
用
い
る
裁
判
例
は
、
民
事
・
刑
事
を
含
め
て
、
戦
前
の
大
審
院
判
例
だ
け
で
も
一
七
〇
例
を
超
え
る
（
民
法
九
四
条
二
項
関
係

で
は
【
大
3
a
】
【
大
3
b
】
）
。
ま
た
、
同
様
の
表
現
と
し
て
「
精
神
二
照
シ
（
徴
シ
・
鑑
ミ
）
」
と
の
言
辞
を
用
い
る
判
例
も
、
や
は

り
戦
前
だ
け
で
一
五
〇
例
以
上
を
数
え
る
（
民
法
九
四
条
二
項
に
関
し
て
は
【
大
3
c
】
【
大
3
f
】
【
大
3
9
】
）
。

　
一
方
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
「
法
意
（
精
神
）
に
照
ら
し
（
徴
し
・
鑑
み
）
」
の
用
例
は
、
最
高
裁
判
例
だ
け
で
も
三
〇
〇
例
を
超

え
る
が
、
九
四
条
二
項
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
表
現
を
用
い
る
裁
判
例
は
、
上
記
戦
前
の
判
例
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後

い
っ
た
ん
姿
を
消
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
再
び
登
場
す
る
の
は
、
上
記
第
一
回
目
の
異
同
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
【
最
2
】
で
あ
っ
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た
か
ら
、
戦
前
の
判
例
と
の
関
係
は
、
断
絶
し
て
い
る
と
見
う
る
。

　
他
方
、
【
最
2
】
以
降
の
「
法
意
」
な
る
言
辞
を
用
い
る
九
四
条
二
項
関
連
の
判
例
を
見
て
み
る
と
、
文
章
全
体
の
言
い
回
し
は

非
常
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
お
り
、
「
法
意
」
の
用
語
を
用
い
て
い
る
か
「
類
推
適
用
」
の
用
語
を
用
い
て
い
る
か
と
い
う

一
点
の
み
で
、
九
四
条
二
項
（
＋
＝
○
条
）
を
適
用
し
て
い
る
の
か
、
禁
反
言
・
信
義
則
の
側
を
適
用
し
て
い
る
の
か
を
決
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
で
、
第
一
・
第
三
回
の
異
同
問
題
の
類
型
で
あ
る
九
四
条
二
項
単
独
型
、
第
二
・
第
四
回

の
異
同
問
題
の
類
型
で
あ
る
一
一
〇
条
重
畳
型
の
順
に
、
判
旨
の
表
現
を
分
類
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
ω
　
九
四
条
二
項
単
独
型

　
①
「
九
四
条
二
項
の
法
意
に
照
ら
し
、
…
…
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
し
え
な
い
」
…
…
第
一
次
異
同
問
題
を
引
き
起
こ
し
た

　
　
【
最
2
】
の
言
い
回
し
で
あ
り
、
【
下
3
c
】
【
最
2
a
】
【
最
1
0
】
【
下
3
1
】
が
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
れ
だ
け
情

　
　
報
量
が
少
な
い
と
、
「
法
意
」
と
い
う
表
現
一
点
の
み
か
ら
、
異
同
を
推
測
す
る
し
か
な
い
。

　
②
「
九
四
条
二
項
の
法
意
に
照
ら
し
、
同
条
項
を
類
推
適
用
す
べ
き
で
あ
る
」
…
…
第
三
次
異
同
問
題
に
関
す
る
【
最
1
2
】
の

　
　
記
述
で
あ
り
、
「
類
推
適
用
」
1
1
九
四
条
二
項
の
問
題
、
「
法
意
」
1
1
禁
反
言
・
信
義
則
の
直
接
適
用
の
分
類
は
、
こ
れ
で
は
成

　
　
り
立
た
な
い
。

　
③
「
〔
「
通
謀
」
要
件
を
欠
く
場
合
に
は
〕
直
接
民
法
九
四
条
二
項
に
は
あ
た
ら
な
い
が
、
同
条
及
び
同
法
一
〇
九
条
、
＝
○

　
　
条
の
善
意
の
取
引
者
保
護
の
精
神
か
ら
し
て
、
右
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
〔
並
呈
忌
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
〕
」

　
　
…
…
【
下
5
】
の
説
示
で
あ
る
。
無
過
失
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
表
見
代
理
の
規
定
に
は
重
き
が
置
か
れ

　
　
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
④
「
信
義
則
に
て
ら
し
、
民
法
第
九
四
条
第
二
項
の
規
定
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
無
効
を
対
抗
で
き
な
い
」
…
…
【
下
1
2
】
の
表

　
　
現
で
あ
る
。
な
お
、
当
事
者
は
、
〔
1
C
〕
民
法
九
四
条
二
項
の
主
張
と
、
〔
別
〕
禁
反
言
・
〔
田
〕
信
義
則
違
反
の
主
張
を
、
別
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個
独
立
に
行
っ
て
い
る
か
ら
、
判
旨
の
上
記
表
現
も
、
両
者
を
別
物
と
理
解
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

⑤
「
民
法
九
四
条
二
項
の
法
意
、
外
観
尊
重
及
び
取
引
保
護
の
要
請
な
い
し
信
義
則
の
適
用
に
よ
り
、
〔
善
意
無
過
失
の
第
三
者

　
に
対
抗
で
き
な
い
〕
」
…
・
．
【
下
2
5
】
の
判
旨
で
あ
る
が
、
こ
の
表
現
で
は
、
④
と
同
様
、
民
法
九
四
条
二
項
、
外
観
尊
重
及

　
び
取
引
保
護
の
要
請
、
信
義
則
の
三
つ
を
、
別
個
独
立
の
第
三
者
保
護
の
た
め
の
具
体
的
法
律
構
成
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
読

　
め
る
。

②
　
九
四
条
二
項
＋
一
一
〇
条
重
畳
型

⑥
「
善
意
無
過
失
の
第
三
者
に
対
し
て
、
責
に
任
ず
べ
き
こ
と
は
、
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
＝
○
条
の
法
意
に
照
ら
し
、

　
外
観
尊
重
お
よ
び
取
引
保
護
の
要
請
と
い
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
」
…
…
第
二
次
異
同
問
題
に
関
す
る
【
最
5
】
の
説
示
で
あ

　
り
、
【
最
1
1
】
は
、
こ
れ
を
ほ
ぼ
忠
実
に
再
現
す
る
。
こ
こ
で
は
「
外
観
尊
重
お
よ
び
取
引
保
護
の
要
請
」
と
い
う
表
現
の
側

　
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

⑦
「
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
二
〇
条
の
法
意
に
照
ら
し
て
、
〔
善
意
無
過
失
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
〕
」
…
…
⑥
と
比

　
較
し
た
場
合
、
「
外
観
尊
重
お
よ
び
取
引
保
護
の
要
請
」
の
記
載
が
存
在
し
な
い
が
、
か
か
る
表
現
を
と
る
裁
判
例
は
、
⑥
よ

　
り
も
多
い
（
【
最
1
7
】
【
最
2
1
】
【
下
2
3
b
】
【
下
3
1
】
【
下
3
6
】
〒
4
7
a
】
【
最
2
8
】
）
。

⑧
「
〔
本
件
A
の
行
為
を
〕
民
法
九
四
条
二
項
及
び
二
〇
条
の
法
意
で
あ
る
外
観
法
理
の
適
用
の
前
提
た
る
外
観
作
出
行
為
と

　
み
る
こ
と
も
相
当
で
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
…
…
【
下
3
4
】
の
表
現
で
あ
り
、
⑥
と
比
較
し
た
場
合
、
「
外
観
法
理
」
が

　
「
民
法
九
四
条
二
項
及
び
一
一
〇
条
の
法
意
」
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
点
が
明
瞭
で
あ
る
。
【
下
4
7
c
】
「
民
法
九
四
条
二
項
、

　
一
一
〇
条
の
法
意
に
照
ら
し
、
右
無
効
は
善
意
・
無
過
失
の
転
得
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
こ

　
の
場
合
に
外
観
を
信
頼
し
た
転
得
者
の
取
引
安
全
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
〔
か
ら
で
あ
る
〕
」
の
論
理
関
係
も
同
様
で
あ
ろ

　
・
つ
。
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⑨
「
民
法
九
四
条
二
項
、
二
〇
条
の
法
意
と
外
観
尊
重
及
び
取
引
保
護
の
要
請
に
照
ら
し
、
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
な

　
　
い
」
…
…
【
下
3
6
】
【
下
3
7
】
の
説
示
で
あ
る
。
⑧
と
は
反
対
に
、
「
九
四
条
二
項
、
＝
○
条
の
法
意
」
と
「
外
観
尊
重
及
び

　
　
取
引
保
護
の
要
請
」
が
別
個
独
立
・
並
列
的
な
存
在
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
。

⑩
「
民
法
九
四
条
二
項
、
二
〇
条
の
法
意
に
照
ら
し
、
〔
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
〕
」
「
右
主
張
の
よ
う
に
、
不
実
登

　
　
記
に
つ
き
民
法
九
四
条
二
項
、
一
一
〇
条
の
基
礎
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
権
利
外
観
な
い
し
禁
反
言
の
法
理
を
援
用
す
る
こ
と
は
」

　
　
「
右
法
理
の
援
用
が
肯
定
さ
れ
る
た
め
に
は
」
…
…
【
下
3
9
】
の
説
示
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
民
法
九
四
条
二
項
、
＝
○

　
　
条
」
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
「
権
利
外
観
な
い
し
禁
反
言
の
法
理
」
の
直
接
適
用
が
想
定
さ
れ
て

　
　
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

　
以
上
の
裁
判
例
の
概
観
か
ら
は
、
さ
し
あ
た
り
、
次
の
諸
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
第
一
次
異
同
問
題
を
も
た
ら
し
た
【
最
2
】
は
、
【
最
1
】
の
〔
α
〕
「
類
推
適
用
」
構
成
を
否
定
し
、
か
つ
て
の
〔
圖
〕

「
禁
反
言
」
構
成
に
復
帰
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
「
法
意
」
の
用
語
を
用
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
次
異
同
問

題
を
生
ぜ
し
め
た
【
最
5
】
に
あ
っ
て
は
、
上
記
【
最
2
】
と
は
正
反
対
に
、
【
最
1
】
の
〔
9
「
類
推
適
用
」
構
成
を
意
思
外
形

非
対
応
型
に
拡
張
し
よ
う
と
す
る
際
、
【
最
1
】
の
判
断
枠
組
み
が
障
害
に
な
っ
た
こ
と
が
（
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に

は
ま
だ
「
通
謀
」
が
要
件
と
さ
れ
て
い
た
）
、
「
法
意
」
な
る
表
現
を
用
い
た
理
由
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
「
通
謀
」
要
件
を
緩
和
・

撤
廃
し
た
第
三
次
異
同
問
題
に
関
す
る
【
最
1
0
】
【
最
1
2
】
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
そ
の
後
の
裁
判
例
に
お
け
る
「
法
意
」
の

用
語
の
使
用
は
、
先
行
す
る
判
例
法
理
と
表
現
を
完
全
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
、
先
行
判
例
の
立
場
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
旨
を
明
示

す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
。

　
口
　
そ
の
後
の
展
開

　
だ
が
、
そ
の
後
、
近
時
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
生
じ
て
い
る
。
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第
一
に
、
近
時
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
「
法
意
」
な
る
表
現
を
用
い
る
裁
判
例
が
減
少
し
、
「
法
意
」
と
「
類
推
適
用
」
の
差
異

に
拘
泥
せ
ず
、
「
類
推
適
用
」
の
用
語
を
用
い
る
傾
向
が
常
態
化
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
九
四
条
二
項
「
類
推
適
用
」
法
理

が
、
い
ま
や
確
固
た
る
判
例
法
理
と
し
て
一
般
に
定
着
し
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
法
理
の
本
人
側
要
件
が
極
端
に
緩
め
ら
れ
た
結
果
、

そ
の
守
備
範
囲
が
大
き
く
拡
大
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
今
日
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
｛
最
5
】
以
来
の
「
法
意
」
の
表
現
に

対
し
て
、
【
最
3
0
】
が
「
類
推
適
用
」
の
表
現
を
用
い
た
の
も
、
「
古
い
時
代
の
よ
う
に
用
語
に
拘
泥
し
な
く
な
っ
た
か
ら
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
が
、
事
の
真
相
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
か
つ
て
の
第
一
次
～
第
三
次
の
異
同
問
題
と
同
様
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た

の
だ
と
す
れ
ば
、
本
人
側
の
帰
責
性
要
件
を
極
端
に
軽
減
し
た
こ
と
が
、
従
来
の
判
断
枠
組
み
を
外
れ
る
と
考
え
、
従
前
の
判
例
理

論
と
区
別
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
異
な
る
用
語
を
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
第
二
に
、
近
時
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
論
の
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
拡
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
奇

妙
な
こ
と
に
、
第
三
者
保
護
の
た
め
の
法
律
構
成
は
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
法
理
に
収
敏
せ
ず
、
か
え
っ
て
多
様
化
し
て
い
る
。

上
述
し
た
〔
1
B
〕
禁
反
言
則
．
〔
麗
〕
信
義
則
の
主
張
の
独
立
化
（
そ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
【
最
1
】
の
〔
α
〕
九
四
条
二
項
「
類
推

適
用
」
構
成
以
前
の
見
解
の
復
活
で
あ
る
）
の
ほ
か
に
、
注
目
す
べ
き
傾
向
と
し
て
、
【
最
5
】
の
〔
2
D
〕
九
四
条
二
項
・
一
一
〇
条

の
「
法
意
」
構
成
の
「
解
体
」
現
象
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
近
時
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
当
事
者
の
〔
m
〕

九
四
条
二
項
．
一
一
〇
条
の
「
法
意
」
の
主
張
を
、
〔
l
C
〕
九
四
条
二
項
単
独
の
「
類
推
適
用
」
と
、
〔
F
〕
一
一
〇
条
の
「
類
推
適

用
」
と
い
う
、
別
個
独
立
の
二
つ
の
主
張
が
な
さ
れ
た
と
評
価
し
て
、
両
者
を
独
立
別
個
に
判
断
す
る
裁
判
例
が
増
え
て
い
る
。
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4
　
権
利
外
観
法
理

　
と
こ
ろ
で
、
上
記
【
最
5
】
は
、
「
民
法
九
四
条
二
項
、
同
法
＝
○
条
の
法
意
」

容
と
し
て
？
）
「
外
観
尊
重
お
よ
び
取
引
保
護
の
要
請
」
を
挙
げ
て
い
た
。

と
と
も
に
（
あ
る
い
は
「
法
意
」
の
具
体
的
内



民法九四条二項の類推適用に関する判例の表現について（七戸克彦）

　
e
　
理
論
の
登
場
時
期

　
イ
ギ
リ
ス
法
起
源
の
〔
1
B
〕
禁
反
言
に
劣
ら
ぬ
程
度
に
、
ド
イ
ツ
法
起
源
の
〔
田
〕
権
利
外
観
が
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
た
歴
史
も

古
く
、
こ
の
用
語
は
、
学
説
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に
戦
前
よ
り
広
く
定
着
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
判
例

に
お
い
て
は
、
〔
l
B
〕
禁
反
言
が
、
伊
澤
『
表
示
行
為
の
公
信
力
』
以
降
一
世
を
風
靡
し
た
の
に
対
し
て
、
〔
田
〕
権
利
外
観
法
理
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

側
は
、
判
例
評
釈
等
に
お
け
る
学
者
の
言
及
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
例
に
は
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
判
例
に
お
い
て
、
こ
の
概
念
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、
戦
後
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
東
京
高
著
昭
和
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

年
二
月
二
八
日
下
民
集
一
〇
巻
二
号
四
三
〇
頁
（
商
法
二
八
条
の
公
告
の
事
案
）
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
を
霧
中
と
し
、
裁
判
所
の

判
断
と
し
て
は
、
福
岡
斎
忌
昭
和
三
六
年
六
月
＝
ご
日
高
民
集
一
四
巻
四
号
二
九
〇
頁
「
商
法
第
一
八
九
条
、
旧
第
三
七
〇
条
（
凹

溜
二
八
○
条
の
一
四
）
は
、
…
…
い
わ
ゆ
る
表
示
に
よ
る
禁
反
言
な
い
し
権
利
外
観
法
理
の
一
顕
現
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
、
最
高
裁

で
は
、
最
（
三
小
）
判
昭
和
三
七
年
五
月
一
日
七
里
一
六
巻
五
号
一
〇
三
一
頁
の
上
告
理
由
「
商
法
第
四
十
二
条
は
、
…
…
ド
イ
ツ

法
に
於
け
る
外
観
法
理
又
は
英
米
法
に
於
け
る
表
示
に
よ
る
禁
反
言
法
理
と
同
一
の
精
神
に
も
と
ず
く
も
の
で
、
商
法
の
外
観
主
義

の
発
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
、
判
旨
で
は
、
最
（
一
小
）
判
昭
和
四
三
年
一
〇
月
一
七
日
群
集
二
二
巻
一
〇
号
二
二
〇
四
頁
「
表
見

支
配
人
に
関
す
る
商
法
の
規
定
〔
商
法
一
四
条
・
四
二
条
〕
が
外
観
理
論
な
い
し
禁
反
言
の
法
理
に
基
づ
く
も
の
」
が
最
初
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
商
事
判
例
で
、
し
か
も
、
権
利
外
観
法
理
を
禁
反
言
と
同
一
物
と
位
置
づ
け
て
い
る
点
が
目
を
惹
く
。
す

な
わ
ち
、
わ
が
国
の
判
例
に
お
け
る
権
利
外
観
法
理
へ
の
言
及
も
ま
た
、
禁
反
言
と
同
様
、
伊
澤
『
表
示
行
為
の
公
信
力
』
の
影
響

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
、
前
示
【
最
5
】
が
、
右
昭
和
四
三
年
一
〇
月
一
七
日
判
決
と
同
日
付
に
て
、
同
じ
第
一
小
法
廷
判
決
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

り
下
さ
れ
た
判
決
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
九
四
条
二
項
類
推
適
用
の
領
域
に
お
け
る
権
利
外
観
法
理
は
、
民
法
学

者
に
よ
り
ド
イ
ツ
法
か
ら
直
接
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
商
法
学
者
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
禁
反
言
と
同
様
の
概
念
で
あ



慶磨の法律学　民事法

る
と
の
理
解
の
下
に
、
戦
後
昭
和
三
〇
年
～
四
〇
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
わ
が
国
の
判
例
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
⇔
そ
の
後
の
展
開

　
【
最
5
】
の
定
立
し
た
〔
2
D
〕
九
四
条
二
項
＋
＝
○
条
重
畳
型
「
法
意
」
構
成
の
そ
の
後
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

触
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
同
構
成
に
お
け
る
「
外
観
尊
重
及
び
取
引
保
護
の
要
請
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
実
は
〔
l
B
〕
禁
反
言
と

同
義
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
〔
l
B
〕
禁
反
言
は
、
や
は
り
ド
イ
ツ
法
蔵
の
〔
磁
〕
信
義
則
の
一
壷
用
例
に
他
な
ら
な
い
と
さ
濾
、

そ
の
結
果
、
〔
1
B
〕
禁
反
言
臼
〔
麗
〕
信
義
則
H
〔
田
〕
権
利
外
観
法
理
の
三
者
が
同
義
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
と

ど
め
る
。

　
一
方
、
右
重
畳
型
以
外
の
類
型
（
1
1
単
独
型
）
に
お
い
て
、
権
利
外
観
法
理
を
掲
げ
る
裁
判
例
が
現
れ
る
の
は
、
昭
和
五
〇
年
代

も
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
こ
に
お
い
て
、
権
利
外
観
法
理
は
、
常
に
禁
反
言
と
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
提
示
さ
れ
る
。

最
も
早
い
の
は
、
【
下
3
4
b
】
の
当
事
者
の
主
張
で
あ
り
、
裁
判
所
の
判
断
で
は
、
【
下
3
5
】
が
最
初
で
あ
る
（
な
お
、
同
判
決
に
お

い
て
は
、
九
四
条
二
項
類
推
の
法
律
構
成
で
は
な
く
し
て
、
「
禁
反
言
も
し
く
は
権
利
外
観
法
理
」
が
直
接
適
用
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る
）
。

　
そ
の
後
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
禁
反
言
と
権
利
外
観
法
理
は
同
一
物
と
評
価
さ
れ
て
お
り
（
【
下
4
1
】
「
〔
第
三
者
は
〕
善
意
で
あ

っ
た
と
は
な
し
難
い
か
ら
、
か
か
る
意
味
合
い
か
ら
も
同
法
条
〔
九
四
条
二
項
〕
の
適
用
な
い
し
は
禁
反
言
、
権
利
外
観
の
法
理
を
肯
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
。
な
お
、
【
下
4
3
b
】
の
当
事
者
も
「
禁
反
言
法
理
」
と
「
外
観
法
理
」
を
同
一
物
と
捉
え
、
【
最
2
6
】
の
第
一
審
被
告
国

の
主
張
も
「
禁
反
言
な
い
し
権
利
外
観
法
理
に
よ
り
、
登
記
を
信
頼
し
た
善
意
の
第
三
者
で
あ
る
被
告
国
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
）
、
か
よ
う
な
理
解
は
、
お
そ
ら
く
今
日
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
こ
に
お
い
て
再
び
わ
れ
わ
れ
は
、
先
の
「
法
意
」
と
「
類
推
適
用
」
は
同
義
か
否
か
と
同
様
の
、
用
語
法
の
問
題
に
突

き
当
た
る
。
ド
イ
ツ
法
の
権
利
外
観
法
理
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
大
い
に
違
和
感
を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も



判
例
に
お
い
て
は
、
〔
1
B
〕
禁
反
言
と
〔
日
〕
権
利
外
観
法
理
は
同
義
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
判
例
が
〔
田
〕

語
を
用
い
て
い
る
場
合
、
ド
イ
ツ
本
流
の
権
利
外
観
法
理
の
要
件
・
効
果
を
念
頭
に
置
く
の
は
危
険
で
あ
り
、

リ
ス
法
の
〔
l
B
〕
禁
反
言
と
読
み
替
え
て
、
そ
の
要
件
・
効
果
を
思
い
描
く
の
が
無
難
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
権
利
外
観
法
理
の
用

む
し
ろ
そ
れ
を
イ
ギ
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5
　
表
見
法
理

　
九
四
条
二
項
類
推
適
用
関
連
の
判
例
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
〔
2
E
〕
「
表
見
法
理
」
な
る
概
念
も
登
場
し
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
用
語
も
ま
た
、
判
例
に
お
い
て
は
《
上
記
「
法
意
」
や
「
権
利
外
観
法
理
」
と
同
様
、
奇
妙
な
言
葉
の
問
題
を
抱
え
込
ん
で
い

る
。　
e
　
理
論
の
登
場
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　

　
わ
が
国
の
判
例
に
お
い
て
、
「
表
見
代
理
」
と
い
う
用
語
は
、
大
正
期
以
降
に
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、

「
表
見
法
理
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
裁
判
例
は
、
戦
前
に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
。

　
一
方
、
戦
後
に
な
っ
て
、
「
表
見
法
理
」
の
用
語
を
は
じ
め
て
用
い
た
の
は
、
東
京
高
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
九
日
高
民
集
一
五

巻
六
号
四
三
〇
頁
（
上
告
審
）
で
あ
る
が
、
同
判
決
は
、
こ
の
用
語
を
「
表
見
代
理
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
（
民
法
七
六
一
条
の

夫
婦
の
日
常
家
事
債
務
を
基
本
代
理
権
と
す
る
＝
○
条
の
制
限
的
「
適
用
」
事
例
）
。
ま
た
、
最
高
裁
判
例
の
鼠
壁
に
お
い
て
、
器
量
中

で
こ
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
存
在
し
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
平
成
九
年
の
【
最
2
7
】
の
上
告
理
由
が
、

原
審
判
断
（
後
掲
）
を
受
け
て
、
こ
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

　
な
お
、
上
記
判
決
と
同
年
に
は
、
「
表
見
責
任
」
の
用
語
を
用
い
る
裁
判
例
が
登
場
し
て
い
る
（
東
京
腎
虚
昭
和
三
七
年
＝
、
一
月
二

〇
日
岩
菲
三
二
五
号
三
四
頁
。
約
束
手
形
の
偽
造
事
例
）
。
も
っ
と
も
、
こ
の
用
語
も
ま
た
、
最
高
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

代
の
判
例
に
お
け
る
上
告
理
由
中
で
の
使
用
を
見
出
す
に
す
ぎ
な
い
。
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
九
四
条
二
項
関
係
の
判
例
に
お
い
て
、
「
表
見
法
理
」
の
言
葉
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、

昭
和
五
行
年
の
【
下
3
0
】
に
お
け
る
「
不
実
登
記
を
信
頼
し
て
利
害
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
第
三
者
が
保
護
を
受
け
る
た
め
に
は
、

表
見
法
理
の
原
則
か
ら
考
え
て
、
善
意
の
み
な
ら
ず
、
無
過
失
を
も
要
す
る
と
解
す
べ
き
」
と
の
当
事
者
の
主
張
で
あ
る
。
な
お
、

当
事
者
は
、
無
過
失
を
要
求
す
る
判
例
法
理
〔
2
D
〕
九
四
条
二
項
＋
一
一
〇
条
の
「
法
意
」
構
成
を
別
個
主
張
と
し
て
立
て
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
前
記
主
張
は
、
九
四
条
二
項
の
単
独
（
類
推
）
適
用
の
主
張
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
口
　
そ
の
後
の
展
開

　
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
「
表
見
法
理
」
の
語
を
用
い
る
裁
判
例
は
現
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
平
成
九
年
に
な
っ
て
、
次
の
二
つ

の
裁
判
例
が
登
場
す
る
。
そ
の
一
は
、
【
下
5
0
a
】
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
「
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
と
い
う
表
見
法
理

を
も
っ
て
破
産
会
社
の
債
権
者
に
不
測
の
損
害
を
及
ぼ
し
て
よ
い
と
す
る
実
質
的
理
由
・
合
理
性
は
み
あ
た
ら
な
い
」
で
あ
る
が
、

当
事
者
は
こ
れ
と
は
別
個
独
立
に
〔
1
B
〕
禁
反
言
・
〔
麗
〕
信
義
則
違
反
も
主
張
し
て
い
る
か
ら
、
前
記
〔
田
〕
権
利
外
観
法
理
の

よ
う
に
、
〔
2
E
〕
表
見
法
理
の
概
念
を
〔
圖
〕
禁
反
言
と
同
義
と
捉
え
る
発
想
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
二
は
、

【
最
2
7
】
の
原
審
判
旨
で
あ
り
、
「
表
見
法
理
に
お
い
て
は
一
般
的
に
贈
呈
息
・
無
過
失
を
要
求
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
民
法
九
四

条
二
項
も
表
見
法
理
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
場
合
〔
外
形
自
己
作
出
型
〕
は
、
自
分
で
外
形
を
作
っ
た
者
が

外
形
ど
お
り
の
責
任
を
負
う
べ
き
場
合
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
重
過
失
あ
る
い
は
過
失
の
な
い
こ
と
ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。

　
そ
し
て
、
「
表
見
法
理
」
の
語
の
登
場
す
る
最
後
の
例
が
、
先
に
も
引
用
し
た
【
最
3
0
】
の
原
審
（
平
成
一
五
年
）
判
旨
「
民
法
九

四
条
二
項
や
民
法
一
一
〇
条
等
の
諸
規
定
を
類
推
適
用
す
る
と
い
う
形
で
、
こ
の
権
利
外
観
法
理
な
い
し
表
見
法
理
を
広
く
適
用
し
、

第
三
者
の
保
護
を
図
っ
て
き
た
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
よ
う
や
く
〔
l
E
〕
権
利
外
観
法
理
を
、
〔
団
〕
禁
反
言
・
〔
麗
〕
信
義
則

違
反
と
同
義
で
は
な
く
、
〔
2
E
〕
表
見
法
理
と
同
義
と
捉
え
る
発
想
が
見
出
さ
れ
る
。
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と
も
あ
れ
、
判
例
に
お
け
る
〔
2
E
〕
表
見
法
理
の
全
容
は
、
以
上
の
よ
う
な
貧
弱
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
〔
団
〕
禁
反
言
・
〔
麗
〕
信

義
則
の
よ
う
な
具
体
的
法
規
範
性
（
直
接
適
用
可
能
性
）
を
有
す
る
概
念
と
し
て
は
…
機
能
し
て
い
な
い
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
、
学
説
に
あ
っ
て
は
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
法
理
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
不
動
産
登
記
に
公
信
力
を
付
与
す

る
機
能
を
営
ん
で
い
る
と
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
判
例
は
、
比
較
的
最
近
（
昭
和
六
〇
年
以
前
）
ま
で
、
か
か
る
公
信

力
の
代
替
機
能
に
関
し
て
、
否
定
的
評
価
し
か
下
し
て
こ
な
か
っ
た
（
【
下
9
】
〒
2
8
】
【
下
3
7
】
等
）
。
た
だ
し
、
【
最
3
0
】
の
原
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

（
平
成
一
五
年
）
は
、
こ
の
点
に
つ
き
肯
定
的
評
価
を
与
え
て
い
る
。

（
2
）
伊
澤
・
後
掲
注
（
3
）
②
一
〇
頁
。
な
お
、
同
①
・
五
頁
注
（
四
）
も
参
照
。

（
3
）
伊
澤
孝
平
①
『
表
示
行
為
の
公
信
カ
ー
商
事
に
お
け
る
禁
反
言
－
』
（
有
斐
閣
、
初
版
・
昭
和
一
一
年
）
。
そ
の
他
、
こ
の
時
期
の
文
献
と

　
し
て
、
法
律
時
報
一
二
巻
一
二
号
（
昭
和
一
一
年
）
掲
載
の
、
小
町
谷
操
三
「
商
法
改
正
法
案
に
現
れ
た
る
禁
反
言
の
原
則
」
三
頁
、
伊
澤
孝
平
②

　
「
判
例
に
現
れ
た
る
禁
反
言
の
原
則
」
八
頁
、
末
延
三
次
「
英
米
法
に
お
け
る
禁
反
言
」
一
六
頁
。
な
お
、
そ
れ
以
前
の
時
代
の
禁
反
言
に
関
す
る
文

　
献
に
関
し
て
は
、
伊
澤
・
前
掲
①
巻
末
掲
載
の
文
献
リ
ス
ト
参
照
。

　　　　　　　　　　　　　　
と胆ε蕊↓ゑεε

た
と
え
ば
大
判
昭
和
一
三
年
三
月
一
六
日
民
集
一
七
巻
四
二
三
頁
の
上
告
理
由
第
四
点
は
、
同
書
を
頁
数
を
指
定
し
て
引
用
し
て
い
る
。

伊
澤
・
前
掲
注
（
3
）
①
四
頁
。

真
船
・
【
最
2
】
解
説
四
九
〇
頁
（
注
）
。

豊
水
・
【
最
3
】
解
説
＝
一
頁
。
な
お
、
千
種
・
【
最
7
】
解
説
二
五
五
頁
も
同
旨
。

横
山
・
【
最
1
2
】
解
説
五
七
三
頁
以
下
。

横
山
・
【
最
1
2
】
解
説
五
七
一
頁
以
下
。

な
お
、
お
よ
そ
す
べ
て
の
「
法
意
に
照
ら
し
」
と
い
う
用
言
を
用
い
る
全
判
例
（
数
百
例
）
か
ら
見
た
場
合
、
九
四
条
二
項
に
関
す
る
「
法
意
」

「
類
推
適
用
」
の
使
い
分
け
は
、
例
外
的
（
な
い
し
異
常
）
な
用
例
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
近
時
の
用
語
法
は
、
九
四
条
二
項
に
限
っ
て
存
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在
す
る
特
殊
的
な
意
味
づ
け
を
捨
て
、
「
法
意
に
照
ら
し
」
（
”
解
釈
方
法
論
の
問
題
）
、
「
類
推
適
用
」
を
行
う
（
1
1
条
文
操
作
の
具
体
的
内
容
の
問

　
題
）
と
い
う
、
日
本
語
の
通
常
の
意
味
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
用
語
を
用
い
る
大
多
数
の
判
例
に
従
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

（
H
）
　
本
稿
〔
図
表
3
〕
掲
記
の
判
例
に
関
し
て
い
え
ば
、
た
と
え
ば
龍
駕
・
【
大
3
b
】
評
釈
一
六
一
頁
、
一
六
二
頁
。

（
1
2
）
　
な
お
、
当
事
者
は
上
告
審
（
最
（
二
小
）
判
昭
和
三
六
年
一
〇
月
一
三
日
半
集
一
五
巻
九
号
二
三
二
〇
頁
）
の
上
告
理
由
に
お
い
て
も
同
一
の

　
主
張
を
行
っ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
鈴
木
．
【
最
5
】
解
説
一
二
〇
一
頁
は
、
「
本
判
決
は
、
レ
ヒ
ツ
シ
ャ
イ
ン
の
法
理
の
適
用
に
お
い
て
従
来
の
判
例
を
一
歩
前
進
せ
し
め
た
も
の

　
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
」
と
す
る
が
、
こ
こ
に
い
う
レ
ヒ
ツ
シ
ャ
イ
ン
は
、
禁
反
言
お
よ
び
信
義
則
の
法
理
と
同
義
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
一
二
〇
〇
頁
に
は
、
商
法
学
者
に
よ
る
本
格
的
な
ド
イ
ツ
法
研
究
で
あ
る
喜
多
了
祐
「
レ
ヒ
ツ
シ
ャ
イ
ン
法
理
の
課
題
i
外
観
法
理
の
研

　
究
序
説
一
」
商
学
討
究
（
小
樽
商
大
）
二
巻
三
号
（
昭
和
二
七
年
）
四
一
頁
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
、
調
査
官
解
説
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
側

　
に
傾
斜
し
て
い
る
（
「
本
件
に
つ
い
て
は
、
英
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
過
失
禁
反
言
（
o
。
・
8
竈
。
一
ξ
器
α
。
一
捻
目
。
）
が
参
考
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
」
一

　
二
〇
二
頁
（
注
一
）
参
照
）
。

（
1
4
）
伊
澤
・
前
掲
注
（
3
）
①
四
頁
。

（
1
5
）
　
大
判
大
正
九
年
一
一
月
一
八
B
民
録
二
六
輯
一
七
一
四
頁
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
を
嗜
矢
と
す
る
が
、
判
子
で
「
表
見
代
理
」
の
用
語
を
用

　
い
る
の
は
、
戦
前
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
大
判
昭
和
一
一
年
一
〇
月
三
日
民
集
一
五
巻
二
〇
三
五
頁
、
大
判
昭
和
一
四
年
一
月
二
八
日
法
律
新
聞

　
四
三
八
二
号
二
二
頁
、
大
阪
区
判
昭
和
一
四
年
五
月
二
日
法
律
評
論
二
八
巻
民
訴
二
三
九
頁
の
、
三
例
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
表
見
」
と
い
う
言

　
葉
は
、
早
期
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
二
年
二
月
二
日
民
録
畳
語
二
巻
九
頁
「
表
見
ノ
相
続
人
」
、
大
判
明
治
三
三
年
六
月
七
日
選
録
六
輯
六

　
巻
一
五
五
頁
「
表
見
ノ
所
有
者
」
、
大
判
明
治
三
四
年
三
月
二
二
日
民
報
七
三
三
号
六
九
頁
「
表
見
相
続
人
」
な
ど
。

（
1
6
）
　
最
（
三
小
）
判
昭
和
四
二
年
六
月
六
日
平
時
四
八
七
号
五
六
頁
、
最
（
三
里
）
判
昭
和
四
六
年
二
月
二
三
日
民
習
二
五
巻
一
号
一
五
一
頁
。

（
1
7
）
　
福
岡
山
口
同
県
平
成
一
五
年
三
月
二
入
日
判
時
一
八
四
二
号
七
二
頁
。
「
よ
っ
て
検
討
す
る
に
、
民
法
の
通
謀
虚
偽
表
示
や
表
見
代
理
に
お
け
る
第
三

　
者
の
保
護
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
権
利
者
の
側
に
不
実
の
外
形
（
登
記
や
代
理
人
た
る
地
位
な
ど
）
を
作
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
帰
途
事
由
が
あ
る

　
場
合
に
、
そ
の
外
形
を
信
じ
て
取
引
関
係
に
入
っ
た
第
三
者
を
保
護
す
る
と
」
い
う
い
わ
ゆ
る
権
利
外
観
法
理
な
い
し
表
見
法
理
の
具
体
的
な
現
れ
と

　
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
多
数
の
判
例
が
、
民
法
九
四
条
二
項
、
民
法
一
〇
九
条
、
一
一
〇
条
、
＝
二
条
を
そ
の
ま
ま
適
用
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で
き
る
典
型
的
な
事
例
だ
け
で
な
く
、
あ
る
紛
争
の
事
実
関
係
が
こ
れ
ら
の
規
定
が
要
件
と
す
る
事
実
関
係
に
類
似
し
て
い
る
場
合
に
も
、
当
該
紛

争
に
民
法
九
四
条
二
項
や
民
法
＝
○
条
等
の
諸
規
定
を
類
推
適
用
す
る
と
い
う
形
で
、
こ
の
権
利
外
観
法
理
な
い
し
表
見
法
理
を
広
く
適
用
し
、

第
三
者
の
保
護
を
図
っ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
判
例
法
理
は
、
登
記
に
公
信
力
を
認
め
て
い
な
い
民
法
の
下

に
お
い
て
も
、
一
定
の
場
合
に
は
登
記
に
公
信
力
を
付
与
し
た
の
と
同
様
の
機
能
を
営
む
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
。

民法九四条二項の類推適用に関する判例の表現について（七戸克彦）

三
　
d
昌
．
σ
q
§
巳
．
o
o
こ
Φ
二
9
Φ
受
勺

　
本
稿
冒
頭
で
提
示
し
た
【
最
3
0
】
を
，
め
ぐ
る
議
論
の
う
ち
、
判
旨
の
表
現
「
類
推
適
用
」
と
「
法
意
」
の
異
同
の
問
題
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
過
去
三
回
の
同
種
の
議
論
を
踏
ま
え
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
両
者
の
相
違
の
歴
史
に
拘
泥
せ
ず
一
律
に
「
類
推
適
用
」

の
表
現
を
用
い
る
近
時
の
一
般
的
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
か
に
つ
き
、
確
証
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
い
う
「
法
意
」
の
具
体
的
内
容
と
し
て
判
例
の
掲
げ
る
種
々
の
諸
原
則
　
　
　
〔
l
B
〕
禁
反
言
・
〔
麗
〕

信
義
則
・
〔
1
E
〕
権
利
外
観
法
理
・
〔
ロ
〕
表
見
法
理
等
　
　
を
も
視
野
に
入
れ
た
う
え
で
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
の
問
題
を
改
め

て
捉
え
直
し
た
場
合
、
そ
こ
か
ら
は
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
知
見
が
得
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
今
日
の
大
方
の
学
説
は
、
判
例
に
お
け
る
九
四
条
二
項
類
推
適
用
の
無
限
定
な
拡
大
に
批
判
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対

す
る
歯
止
め
の
か
け
方
に
は
、
次
の
二
通
り
の
方
向
性
が
存
在
し
て
い
る
。
〔
1
〕
そ
の
一
は
、
類
推
適
用
の
射
程
距
離
を
、
九
四

条
（
一
項
）
二
項
の
本
来
の
適
用
範
囲
に
近
づ
け
る
形
で
収
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
〔
H
〕
そ
の
二
は
、
九
四
条
二
項
が

権
利
外
観
法
理
な
い
し
表
見
法
理
を
旦
ハ
体
化
し
た
規
定
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
人
側
の
言
責
性
と
第
三
者
側
の
信
頼
の
態
様
の
相

関
を
と
る
形
で
妥
当
な
解
決
を
導
こ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
学
説
の
多
く
は
、
こ
の
う
ち
の
〔
H
〕
説
に
立
っ
て
い

る
が
、
本
稿
の
考
察
か
ら
は
、
同
説
は
、
実
は
、
自
ら
が
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る
、
判
例
の
立
場
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
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明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
〔
α
〕
九
四
条
二
項
類
推
適
用
論
は
、
戦
前
に
確
立
さ
れ
て
い
た
第
三
者
保
護
法
理
で
あ
る

〔
1
B
〕
禁
反
言
構
成
が
、
そ
の
条
文
根
拠
を
求
め
て
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
一
律
の
一
般
法
理
適
用
の
処
理
は
、

「
通
謀
」
の
有
無
を
基
準
に
〔
α
〕
九
四
条
二
項
の
「
類
推
適
用
」
と
、
〔
β
〕
そ
の
「
法
意
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
〔
圖
〕
禁
反
言
の

直
接
適
用
と
に
区
分
さ
れ
た
が
、
こ
の
区
分
は
、
「
通
謀
」
要
件
の
撤
廃
に
よ
り
無
意
味
と
な
っ
た
。
と
な
れ
ば
、
論
理
的
に
は
、

再
び
全
域
に
わ
た
っ
て
〔
β
〕
「
法
意
」
で
あ
る
一
般
条
項
の
直
接
適
用
が
生
じ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

ま
さ
に
上
記
学
説
の
方
向
性
の
う
ち
の
〔
H
〕
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
上
の
よ
う
な
沿
革
・
構
造
を
も
つ
判
例
理
論

に
対
し
て
、
「
〔
禁
反
言
も
し
く
は
権
利
外
観
法
理
と
い
う
〕
一
般
理
論
に
依
拠
す
る
こ
と
は
、
類
推
適
用
論
に
よ
る
以
上
に
あ
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
さ
を
残
し
、
涯
の
な
い
拡
大
の
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
」
と
批
判
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
「
む
や
み
に
あ
い
ま
い
な
『
法
意
』

を
創
造
す
る
と
、
条
理
裁
判
に
な
る
」
と
批
判
す
る
こ
と
麗
・
論
者
が
も
し
〔
H
〕
の
方
向
性
を
有
し
て
い
る
の
な
ら
ば
・
自
傷
行

為
と
な
る
。
近
時
の
新
た
な
傾
向
で
あ
る
か
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
〔
H
〕
の
方
向
性
は
、
戦
前
の
〔
団
〕
禁
反
言
説
を
無
自

覚
に
再
現
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
も
し
論
者
が
、
〔
H
〕
の
方
向
性
を
と
ら
ず
、
〔
1
〕
の
条
文
に
忠
実
に
適
用
範
囲
を
収
め
る
方
向
性
を
考
え
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
の
試
み
も
ま
た
、
上
記
〔
α
〕
〔
β
〕
の
区
分
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
過
去
の
時
代
に
経
験
済
み
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
仮
に
、
〔
1
〕
の
方
向
性
に
立
脚
し
て
、
消
失
し
た
「
通
謀
」
要
件
の
復
活
に
成
功
し
た
と
し
よ
う
。
し
か
し
、

そ
の
場
合
に
、
論
者
は
、
そ
れ
ま
で
九
四
条
二
項
類
推
適
用
論
の
無
限
定
な
拡
大
に
よ
り
救
済
さ
れ
て
い
た
「
通
謀
」
な
き
場
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
者
を
、
い
か
な
る
法
理
で
救
済
す
る
と
い
う
の
か
。
結
局
、
〔
1
〕
説
の
論
者
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
場
合
に
は
、
一
般
条
項
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
し
て
、
か
か
る
場
合
分
け
に
よ
る
処
理
も
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
経
験
済
み
で
あ
っ
た
。
結
局
、
こ
の

テ
ー
マ
に
関
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
り
議
論
し
尽
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
、
壮
大
な
る
堂
々
め
ぐ
り
を
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
も
つ
。
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も
っ
と
も
、
第
二
に
、
近
時
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
以
外
の
第
三
者
保
護
の
法
律
構
成
が
盛
ん
に
主

張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
裁
判
所
の
側
も
、
当
事
者
の
主
張
を
分
解
し
　
　
た
と
え
ば
九
四
条
二
項
と
＝
○
条
の
重
畳

（
類
推
）
適
用
の
主
張
を
、
各
条
項
の
単
独
（
類
推
）
適
用
の
主
張
と
評
価
し
　
　
各
々
に
つ
き
独
立
の
要
件
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
事
案
に
お
い
て
は
、
九
四
条
二
項
の
「
類
推
適
用
」
の
解
釈
指
針
と
し
て
働
い
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
一
般
条

項
の
主
張
に
対
し
て
も
、
裁
判
所
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
対
し
て
認
定
を
行
っ
て
い
る
。
極
端
に
範
囲
を
拡
大
し
た
今
日
の
九
四
条

二
項
類
推
適
用
法
理
の
下
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
同
法
理
に
頼
れ
ば
救
済
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
他
の
救
済
法
理
が
積
極
的
に

援
用
さ
れ
、
あ
る
い
は
裁
判
官
が
九
四
条
二
項
の
「
類
推
適
用
」
と
そ
の
「
法
意
」
た
る
一
般
条
項
の
一
つ
一
つ
を
認
定
す
る
傾
向

に
あ
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
は
な
い
が
（
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
近
時
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
が
否
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

れ
る
例
が
目
立
っ
て
増
え
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
）
、
と
も
か
く
も
、
他
の
第
三
者
保
護
法
理
の
活
用
が
活
発
化
す
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
こ
れ
と
の
相
対
に
お
い
て
、
九
四
条
二
項
類
推
適
用
に
頼
る
余
地
も
減
少
す
る
わ
け
で
あ
り
、
同
法
理
の
無
限
定
な
拡
大
に
批

判
的
な
見
解
に
あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
他
の
第
三
者
保
護
法
理
の
援
用
実
態
に
つ
い
て
も
、
目
を
向
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〔
図
表
3
〕
　
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
関
す
る
裁
判
例

【
大
0
】

大
判
明
治
三
一
年
一
〇
月
一
二
日
過
録
四
輯
九
巻
二
五
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
？

【
大
1
】

大
判
明
治
三
二
年
六
月
七
日
民
録
型
押
⊥
指
巻
一
七
頁

外
形
自
己
作
出
型

A

【
大
2
】

大
判
明
治
四
二
年
一
月
二
六
日
民
選
一
五
輯
二
八
頁

外
形
自
己
作
出
型

A

【
大
3
】

大
判
大
正
一
一
年
五
月
二
三
日
法
律
新
聞
二
〇
一
一
号
一
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

α
？
（
同
一
二
論
ス
ヘ
キ
モ
ノ
）

【
大
3
a
】
大
判
昭
和
六
年
五
月
九
日
法
律
新
聞
三
二
七
三
号
八
頁

外
形
自
己
作
出
型

m
（
心
裡
留
保
・
虚
偽
表
示
の
法
意
）

【
大
3
b
】大
判
昭
和
九
年
五
月
二
五
日
民
集
一
七
巻
六
＝
二
頁
（
2
2
）

外
形
自
己
作
出
型

m
（
九
四
条
の
法
意
）
、
F
（
理
由
不
明
）

【
大
3
c
】
大
判
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
四
日
民
集
一
四
巻
一
九
五
四
頁
（
2
3
）

外
形
他
人
作
出
型

A
、
F
（
信
託
法
三
一
条
の
法
意
）

【
大
3
d
】
大
判
昭
和
一
三
年
二
月
一
六
日
民
選
一
七
巻
六
＝
二
頁
（
2
4
）

外
形
自
己
作
出
型

団
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【
大
3
e
】大
判
昭
和
＝
二
年
三
月
八
日
民
集
一
七
巻
三
六
七
頁
（
2
5
）

外
形
自
己
作
出
型

A
（
虚
偽
表
示
の
撤
回
事
例
）

【
大
3
f
】
大
判
昭
和
一
三
年
＝
一
月
一
七
日
民
集
一
七
巻
二
六
五
一
頁
（
2
6
）

外
形
自
己
作
出
型

m
（
立
法
の
精
神
）
＋
【
大
3
d
】
も
引
用

【
大
3
9
】
大
判
昭
和
一
六
年
一
〇
月
三
一
日
法
律
評
論
三
〇
巻
商
法
二
六
八
頁

外
形
自
己
作
出
型

m
（
九
四
条
二
項
の
精
神
）

【
下
0
】

仙
台
既
判
昭
和
二
六
年
六
月
＝
日
下
民
音
二
巻
六
号
七
五
五
頁

外
形
自
己
作
出
型

別
（
否
定
×
麗
（
否
定
）

【
最
0
】

最
（
二
小
）
判
昭
和
二
八
年
三
月
三
日
民
集
七
巻
三
号
二
〇
五
頁
（
2
7
）

外
形
自
己
作
出
型

A
（
否
定
）
、
別
（
否
定
）

【
最
O
a
】
最
（
二
小
）
判
昭
和
二
八
年
六
月
一
二
日
民
設
七
巻
六
号
六
四
九
頁
（
2
8
V

外
形
自
己
作
出
型

A
（
否
定
）
、
別
（
否
定
）

【
最
1
】

最
（
二
小
）
判
昭
和
二
九
年
八
月
二
〇
日
民
集
八
巻
八
号
一
五
〇
五
頁
（
2
9
）

外
形
自
己
作
出
型

α

〒
1
】

東
京
高
判
昭
和
三
二
年
八
月
一
〇
日
東
高
言
時
報
八
巻
八
号
一
九
一
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
（
無
過
失
を
判
断
）

【
下
1
a
】
広
島
高
判
昭
和
三
三
年
一
月
二
一
日
高
民
集
一
一
巻
一
号
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

麗

【
下
2
】

横
浜
地
判
昭
和
三
四
年
七
月
二
五
日
下
民
集
一
〇
巻
七
号
一
五
六
六
頁

外
形
他
入
作
出
型

A

【
下
2
a
】
松
江
井
井
昭
和
三
五
年
四
月
一
五
日
訟
務
月
報
六
巻
五
号
九
三
八
頁

外
形
自
己
作
出
型

F
（
権
利
濫
用
）
（
別
・
麗
）
（
否
定
）

【
下
2
b
】
大
阪
地
組
昭
和
三
五
年
九
月
一
四
日
金
法
二
六
二
号
二
一
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

F
（
九
三
条
を
適
用
）

【
下
3
】

名
古
屋
地
判
昭
和
三
五
年
一
ケ
月
一
四
日
訟
務
月
報
七
巻
一
号
一
八
八
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
（
否
定
）

〒
3
a
】
横
浜
地
判
昭
和
三
五
年
一
二
月
一
〇
日
判
時
二
四
八
号
三
一
頁

外
形
自
己
作
出
型

1
　
　
9
自
B
．
B

【
下
3
b
】
水
戸
地
判
昭
和
三
七
年
六
月
一
一
日
訟
務
月
報
八
巻
八
号
＝
一
二
三
頁

外
形
自
己
作
出
型

F
、
圖
・
麗

【
下
3
c
】
東
京
地
判
昭
和
三
七
年
六
月
二
五
日
下
民
集
＝
二
巻
六
号
一
二
六
六
頁

外
形
自
己
作
出
型

m

【
最
2
】

最
（
二
小
）
判
昭
和
三
七
年
九
月
一
四
日
暮
集
一
六
巻
九
号
一
九
三
五
頁
（
3
0
）

外
形
自
己
作
出
型

m
（
当
事
者
は
α
事
例
【
最
1
】
を
援
用
）

【
下
3
d
】
福
岡
高
利
昭
和
三
七
年
九
月
一
八
日
民
集
一
七
巻
八
号
一
〇
二
〇
頁
（
3
1
）

外
形
自
己
作
出
型

F
（
登
記
の
公
信
力
）
・
別
（
否
定
）

【
最
2
a
】
最
（
二
塁
）
判
昭
和
三
八
年
六
月
七
日
民
集
一
七
巻
五
号
七
二
八
頁
（
3
2
）

外
形
自
己
作
出
型

m
（
第
三
者
の
善
意
の
基
準
時
）

【
下
4
】

東
京
地
判
昭
和
三
八
年
一
〇
月
二
九
日
ジ
ュ
リ
ニ
九
七
号
二
頁
判
例
カ
ー
ド
一
七
〇

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
5
】

大
阪
地
下
昭
和
三
九
年
五
月
一
一
日
熱
時
三
八
一
号
四
一
頁
（
【
下
9
】
控
訴
審
）

外
形
図
入
作
出
型

皿
・
α
（
【
最
1
】
を
引
用
）

【
下
6
】

東
京
盲
判
昭
和
三
九
年
一
〇
月
二
七
日
蛋
民
集
一
七
巻
六
号
四
五
〇
頁

外
形
自
己
作
出
型

α
（
【
最
－
】
を
引
用
）

【
下
7
】

東
京
地
判
昭
和
四
〇
年
三
月
一
六
日
下
民
集
一
六
巻
三
号
四
五
〇
頁

外
形
他
人
作
出
型

㏄
（
九
四
条
二
項
・
一
〇
九
条
・
二
〇
条
）

【
下
8
】

東
京
高
判
昭
和
四
〇
年
六
月
一
七
日
判
タ
一
八
○
号
一
二
二
頁

外
形
他
人
作
出
型

α
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【
下
8
a
】
東
京
地
判
昭
和
四
〇
年
九
月
二
八
日
判
タ
一
八
四
号
＝
ハ
九
頁

外
形
自
己
作
出
型

盲
あ
る
い
は
団

【
最
3
】

最
（
二
小
）
判
昭
和
四
一
年
三
月
一
八
日
民
集
二
〇
十
三
号
四
五
一
頁
（
3
3
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
な
お
、
a
と
m
は
異
な
る
と
す
る
）

【
下
8
b
】
大
阪
高
判
昭
和
四
一
年
四
月
八
日
輪
留
集
一
九
巻
三
号
二
二
六
頁
（
鍛
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
心
裡
留
保
の
第
三
者
に
準
用
）
（
否
定
）

【
下
8
c
】
東
京
地
固
昭
和
四
一
年
一
一
月
二
八
日
判
時
四
六
九
号
五
〇
頁
（
3
5
）

外
形
他
人
作
出
型

F
（
九
三
条
を
適
用
）

【
最
3
a
】
最
（
一
重
）
判
昭
和
四
二
年
一
月
一
九
日
裁
判
集
民
事
八
六
号
七
五
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
？
（
α
事
例
【
最
2
a
】
を
引
用
）

【
下
9
】

大
阪
高
判
昭
和
四
二
年
一
月
二
三
日
判
時
四
九
〇
号
五
六
頁
（
【
下
5
】
上
告
審
）

外
形
他
人
作
出
型
・

α
（
否
定
）

【
最
3
b
】
最
（
一
小
）
判
昭
和
四
二
年
四
月
七
日
民
集
二
一
巻
三
号
五
五
一
頁
（
3
6
）

外
形
自
己
作
出
型

麗

【
最
4
】

最
（
一
小
）
判
昭
和
四
二
年
六
月
二
二
日
召
集
二
一
巻
六
号
一
四
七
九
頁
（
3
7
）

外
形
営
営
作
出
型

α

【
下
9
a
】
大
阪
地
判
昭
和
四
二
年
一
二
月
二
五
日
判
時
五
二
七
号
七
一
頁

外
形
自
己
作
出
型

H

【
下
1
0
】

大
阪
高
判
昭
和
四
三
年
一
月
三
〇
日
金
商
九
七
号
五
頁

意
思
外
形
非
対
応
型

α

【
下
1
1
】

東
京
地
判
昭
和
四
三
年
八
月
一
日
判
用
捨
四
七
号
一
九
五
頁

外
形
自
己
作
出
型

a

【
最
4
a
】
最
（
二
小
）
判
昭
和
四
三
年
九
月
二
七
日
目
時
五
三
六
号
五
五
頁

外
形
自
己
作
出
型

別
・
麗
（
否
定
）

【
最
5
】

最
（
一
重
）
判
昭
和
四
三
年
一
〇
月
一
七
日
計
量
二
二
巻
一
〇
号
二
一
八
八
頁
（
3
8
）

意
思
外
形
非
対
応
型

皿
＋
飢
（
外
観
尊
重
・
取
引
保
護
の
要
請
）

【
最
6
】

最
（
露
悪
）
判
昭
和
四
三
年
一
一
月
一
五
日
裁
判
集
民
事
九
三
号
二
三
三
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
ま
た
は
α
（
入
会
権
事
例
・
否
定
）

【
最
7
】

最
（
三
小
）
判
昭
和
四
四
年
五
月
二
七
日
民
集
二
．
三
巻
六
号
九
九
八
頁
（
3
9
V

外
形
自
己
作
出
型

α

【
最
8
】

最
（
一
画
）
判
昭
和
四
四
年
一
〇
月
一
六
日
昭
和
四
四
年
㈹
二
二
八
号
（
4
0
）

意
思
外
形
非
対
応
型

α
？
・
（
㎎
＋
研
事
例
【
最
5
】
を
引
用
）

【
最
9
】

最
（
二
小
）
判
昭
和
四
四
年
＝
月
一
四
日
民
集
二
三
巻
＝
号
二
〇
二
三
頁
（
4
1
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
心
裡
留
保
の
第
三
者
に
準
用
）

【
下
1
1
a
】岐
阜
地
大
垣
薦
垂
昭
和
四
四
年
一
一
月
一
七
日
下
民
集
二
〇
巻
一
一
1
1
一
二
号
八
三
〇
頁
（
4
2
）
外
形
自
己
作
出
型

m
（
九
四
条
の
意
図
す
る
法
理
）
（
否
定
）

【
最
1
0
】

最
（
一
小
）
判
昭
和
四
五
年
四
月
一
六
日
民
集
二
四
巻
四
号
二
六
六
頁
（
4
3
）

外
形
他
人
作
禺
型

α
（
【
最
3
】
を
引
用
）
・
m

【
最
1
1
】

最
（
三
聖
）
判
昭
和
四
五
年
六
月
二
日
民
選
二
四
巻
六
号
四
六
五
頁
（
必
）

意
思
外
形
非
対
応
型

㎎
＋
町
（
【
最
5
】
を
引
用
）

【
最
1
2
】

最
（
二
曹
）
判
昭
和
四
五
年
七
月
二
四
日
民
集
二
四
巻
七
号
一
一
一
六
頁
（
4
5
）

外
形
自
己
作
出
型

α
“
m
（
【
最
1
】
【
最
2
】
【
最
3
】
を
引
用
）

【
最
1
3
】

最
（
三
小
）
判
昭
和
四
五
年
九
月
二
二
日
民
集
二
四
巻
一
〇
号
一
四
二
四
頁
（
4
6
）

外
彩
他
人
作
出
型

α
（
【
最
1
0
】
を
引
用
）

【
最
1
4
】

最
（
一
小
）
判
昭
和
四
五
年
一
一
月
一
九
日
民
集
二
四
巻
一
二
号
一
九
一
六
頁
（
4
7
）

外
形
他
人
作
出
型

【
最
5
】
（
皿
＋
田
事
例
）
の
趣
旨
か
ら
み
て

【
下
1
2
】

岡
山
地
判
昭
和
四
六
年
一
月
二
七
日
卯
時
六
二
九
号
七
九
頁

外
形
自
己
作
出
型

麗
＋
m
（
九
四
条
二
項
の
規
定
の
趣
旨
）
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【
下
1
2
a
】神
戸
地
判
昭
和
四
六
年
二
月
一
九
日
行
管
集
二
二
巻
一
1
1
二
号
八
五
頁

外
形
自
己
作
出
型

α
（
否
定
）

【
最
1
4
a
】最
（
一
当
）
判
昭
和
四
六
年
五
月
二
〇
日
判
時
六
二
八
号
二
四
頁
（
4
8
）

外
形
自
己
作
出
型

α
？
（
条
文
の
挙
示
な
し
）

【
下
1
2
b
】東
京
高
判
昭
和
四
六
年
七
月
二
九
日
下
民
集
二
二
巻
七
～
八
号
八
二
五
頁

外
形
自
己
作
出
型

F
（
背
信
的
悪
意
者
）

【
下
1
2
c
】鹿
児
島
地
判
昭
和
四
六
年
八
月
一
九
日
判
時
六
五
八
号
七
〇
頁

外
形
自
己
作
出
型

別

【
下
1
3
】

名
古
屋
高
野
昭
和
四
六
年
一
一
月
三
〇
連
判
時
六
五
八
号
四
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
（
入
会
権
事
例
・
否
定
）

【
最
1
5
】

最
（
一
小
）
判
昭
和
四
七
年
二
月
一
七
日
金
法
六
四
三
号
三
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

α
（
【
最
1
2
】
を
引
用
）

【
最
1
6
】

最
（
一
小
）
判
昭
和
四
七
年
二
月
二
四
日
民
集
二
六
巻
一
号
一
四
六
頁
（
4
9
）

外
形
自
己
作
出
型

A
（
否
定
）
、
a
（
否
定
）

【
下
1
3
a
】東
京
地
判
昭
和
四
七
年
五
月
一
六
日
即
時
六
八
五
号
一
〇
九
頁

外
形
自
己
作
出
型

別
（
否
定
）

【
下
1
4
】

東
京
地
判
昭
和
四
七
年
七
月
二
七
日
即
時
六
九
五
号
八
九
頁

外
形
自
己
作
出
型

α
？
m
？
（
虚
偽
表
示
に
「
類
似
す
る
」
）

【
下
1
5
】

大
阪
高
判
昭
和
四
七
年
八
月
二
日
下
民
集
二
一
二
巻
五
～
八
号
四
一
四
頁

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
1
5
a
】東
京
地
判
昭
和
四
七
年
八
月
八
B
囲
障
六
九
一
号
四
四
頁

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
1
5
b
】福
岡
高
判
昭
和
四
七
年
八
月
二
九
日
下
民
集
二
一
二
巻
五
～
八
号
四
三
〇
頁

外
形
自
己
作
出
型

圃
（
否
定
）

【
下
1
5
c
】東
京
高
判
昭
和
四
七
年
＝
月
二
〇
日
金
商
三
五
一
号
＝
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
、
m
・
瑚
、
F
（
有
効
な
所
有
権
移
転
）

【
最
1
7
】

最
（
三
針
）
判
昭
和
四
七
年
一
一
月
二
八
愚
民
集
二
六
巻
九
号
一
七
一
五
頁
（
5
0
）

意
思
外
形
非
対
応
型

麗
（
【
最
5
】
を
引
用
）

【
最
1
7
a
】最
（
一
小
）
判
昭
和
四
七
年
一
二
月
七
日
民
具
二
六
巻
一
〇
号
一
八
二
九
頁
（
5
1
）

外
形
自
己
作
出
型

（
大
隅
裁
判
官
意
見
α
）

【
下
1
5
b
】名
古
屋
高
判
昭
和
四
七
年
一
二
月
二
三
日
判
時
無
〇
八
号
四
五
頁

外
形
自
己
作
出
型

α
（
当
事
者
は
田
を
主
張
）

【
下
1
5
c
】東
京
高
判
昭
和
四
七
年
＝
一
月
二
六
日
金
商
三
五
三
号
＝
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
？
（
条
文
の
挙
示
な
し
。
無
過
失
を
判
断
）

【
下
1
6
】

旭
川
地
判
昭
和
四
八
年
一
月
二
九
日
判
時
七
〇
三
号
六
七
頁

外
形
他
人
作
出
型

α

【
下
1
7
】

大
阪
地
判
昭
和
四
八
年
二
月
二
六
日
世
務
月
報
一
九
巻
五
号
五
一
頁
（
5
2
）

外
形
自
己
作
出
型

0
1
1
m
（
否
定
）
、
田
（
否
定
）

【
最
1
8
】

最
（
一
瞥
）
判
昭
和
四
八
年
六
月
二
八
日
民
集
二
七
巻
六
号
七
二
四
頁
（
5
3
）

外
形
喜
入
作
出
型

α
（
【
最
1
0
】
を
引
用
）

【
下
1
8
】

東
京
高
判
昭
和
四
九
年
五
月
二
九
日
金
商
四
二
六
号
八
頁

外
形
土
入
作
出
型

α

【
最
1
9
】

最
（
三
軒
）
判
昭
和
島
〇
年
四
月
二
五
日
判
時
七
八
一
号
六
七
頁
（
5
4
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
【
最
1
2
】
を
引
用
）

【
下
1
8
a
】福
岡
地
組
昭
和
五
〇
年
五
月
半
〇
日
金
商
五
四
二
号
九
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
あ
る
い
は
O
（
組
合
事
例
・
否
定
）

【
下
1
8
b
】東
京
高
砂
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
建
時
八
〇
四
号
四
二
頁
（
上
告
審
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
九
四
条
二
項
の
準
用
）
（
否
定
）
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【
下
1
9
】

大
阪
地
判
昭
和
五
〇
年
一
一
月
一
七
日
判
時
八
一
八
号
七
九
頁

外
形
自
己
作
出
型

Q

【
下
1
9
a
】福
岡
雪
丸
昭
和
五
一
年
五
月
二
〇
日
金
商
五
四
二
号
七
頁

外
形
自
己
作
出
型

（
A
も
し
く
は
）
α
（
否
定
）

【
最
2
0
】

最
（
二
小
）
判
昭
和
五
一
年
六
月
一
八
日
金
法
七
九
八
号
三
四
頁

外
形
自
己
作
出
型

α
（
【
最
1
2
】
【
最
4
a
】
を
引
用
Y

【
最
2
0
a
】最
（
一
落
）
判
昭
和
五
一
年
一
〇
月
二
一
日
金
終
世
○
八
号
三
一
頁
（
5
5
）

外
形
自
己
作
出
型

α
？
（
条
文
の
挙
示
な
し
、
【
最
1
4
a
】
を
引
用
）

【
下
2
0
】

名
古
屋
高
判
昭
和
五
一
年
一
〇
月
二
七
日
日
時
八
四
七
号
六
四
頁

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
2
0
a
】名
古
屋
並
判
昭
和
五
一
年
＝
月
三
〇
日
高
民
集
二
九
巻
四
号
二
一
二
八
頁
（
差
戻
控
訴
審
）

外
形
自
己
作
出
型

a
？
（
条
文
の
挙
示
な
し
）

【
最
2
1
】

最
（
一
章
）
判
昭
和
五
二
年
一
二
月
八
日
裁
判
集
民
事
一
二
二
号
三
〇
三
頁
（
5
6
）

意
思
外
形
非
対
応
型

㎎
（
組
合
事
例
・
【
最
1
1
】
を
引
用
）

【
下
2
0
a
】広
島
地
道
昭
和
五
三
年
一
月
二
〇
日
駅
務
月
報
二
四
巻
二
号
二
〇
五
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
？
（
九
四
条
二
項
の
法
理
）

【
下
2
0
b
】東
京
二
十
昭
和
五
三
年
＝
月
＝
ハ
袖
判
時
九
一
八
号
八
三
頁
（
5
7
V

外
形
自
己
作
出
型

α
（
否
定
）
、
F
（
一
一
〇
条
類
推
）
（
否
定
）

【
下
2
1
】

水
戸
地
判
昭
和
五
四
年
七
月
四
日
判
タ
三
九
八
号
＝
二
七
頁
（
【
下
2
4
】
控
訴
審
）

外
形
自
己
作
出
型

A

【
下
2
2
】

東
京
地
墨
昭
和
五
四
年
一
一
月
六
日
即
時
九
五
五
号
八
三
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
？
α
？
（
当
事
者
は
σ
を
主
張
）

【
下
2
3
】

大
阪
合
判
昭
和
五
四
年
一
二
月
五
日
判
時
九
六
七
号
九
五
頁
（
差
戻
控
訴
審
）

外
形
他
人
作
出
型

α
（
【
最
1
2
】
を
引
用
）

【
下
2
3
a
】大
阪
高
判
昭
和
五
五
年
二
月
二
七
日
即
時
九
六
八
号
一
〇
九
頁
（
5
8
）

外
形
自
己
作
出
型

A
（
否
定
）
、
別
（
否
定
）
、
F
（
一
一
〇
条
類
推
）

【
下
2
3
b
】福
岡
高
判
昭
和
五
五
年
四
月
二
四
日
判
時
九
七
四
号
九
三
頁
（
5
9
）

外
形
玉
入
作
出
型

皿

【
下
2
3
c
】東
京
専
門
昭
和
五
五
年
一
〇
月
一
五
日
判
時
九
五
八
号
八
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

α
？
（
【
最
1
4
a
】
【
最
2
1
a
】
を
引
用
）

【
下
2
4
】

東
京
高
判
昭
和
五
五
年
一
一
月
一
八
日
判
タ
四
三
五
六
一
〇
七
頁
（
【
下
2
1
】
上
告
審
）

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
2
5
】

東
京
地
勢
昭
和
五
六
年
三
月
三
一
日
判
タ
四
四
八
号
二
五
頁
（
控
訴
審
）

外
形
他
人
作
出
型

m
＋
飢
（
外
観
尊
重
・
取
引
保
護
の
要
請
）
＋
田

【
最
2
2
】

最
（
三
小
）
判
昭
和
五
六
年
四
月
二
八
日
民
集
三
五
巻
三
号
六
九
六
頁
（
6
0
）

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
2
5
a
】横
浜
二
選
昭
和
五
六
年
五
月
半
日
金
商
六
四
一
号
四
〇
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
な
い
し
a
（
否
定
）

【
下
2
6
】

大
阪
地
判
昭
和
五
六
年
七
月
二
八
日
出
時
一
〇
二
九
号
一
二
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

a
（
心
裡
留
保
の
第
三
者
に
類
推
）

9【

ｺ
2
7
】

東
京
地
判
昭
和
五
六
年
八
月
三
一
盲
判
時
一
〇
三
一
号
＝
二
二
頁

外
形
自
己
作
出
型

α

【
最
2
2
a
】最
（
二
小
）
判
昭
和
五
六
年
一
〇
月
三
〇
日
家
出
三
四
巻
九
号
五
二
頁
（
6
1
）

外
形
自
己
作
出
型

麗
（
【
最
3
a
】
を
引
用
）

【
下
2
8
】

東
京
地
算
昭
和
五
七
年
二
月
八
日
訟
務
月
報
二
八
巻
五
号
九
五
二
頁

外
形
他
入
作
出
型

α
H
飢
（
当
事
者
は
皿
を
主
張
）

【
下
2
9
】

東
京
地
判
昭
和
五
七
年
三
月
一
九
日
判
タ
四
七
五
号
一
一
六
頁

外
形
自
己
作
出
型

α
（
否
定
）
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【
最
2
3
】

最
（
一
室
）
判
昭
和
五
七
年
七
月
一
日
民
集
三
六
巻
六
号
八
九
一
頁
（
6
2
）

外
形
自
己
作
出
型

A
ま
た
は
α
（
【
最
6
】
を
引
用
）
（
否
定
）

〒
3
0
】

大
阪
高
判
昭
和
五
八
年
二
月
一
六
日
判
タ
四
九
六
号
＝
○
頁
（
6
3
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
否
定
）

【
下
3
1
】

東
京
地
判
昭
和
五
八
年
二
月
二
五
日
判
時
一
〇
九
〇
号
＝
二
七
頁

外
形
他
人
作
出
型

皿
（
1
D
）

【
下
3
2
】

東
京
地
判
昭
和
五
八
年
七
月
一
九
日
露
時
一
一
〇
二
号
七
七
頁

外
形
他
人
作
出
型

α
（
否
定
）

【
下
3
2
a
】福
岡
高
那
覇
支
判
昭
和
五
八
年
九
月
二
七
日
昭
和
五
六
年
㈲
五
九
号
ピ
国
×
＼
u
U
d
山
N
。
。
O
O
O
Φ
O

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
3
3
】

東
京
高
判
昭
和
五
八
年
一
〇
月
三
一
日
行
裁
集
三
四
巻
一
〇
号
一
八
七
九
頁
（
磁
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
【
最
1
2
】
を
引
用
）

【
下
3
4
】

浦
和
評
判
昭
和
五
八
年
＝
月
一
八
日
判
時
一
＝
一
号
＝
二
一
頁

外
形
他
入
作
畠
型

α
（
否
定
）
、
麗
1
1
飢
（
否
定
）

【
下
3
4
a
】東
京
地
話
昭
和
五
九
年
一
月
一
九
日
下
民
集
三
五
巻
一
～
四
号
一
頁
（
6
5
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
権
利
能
力
な
き
社
団
事
例
・
否
定
）

〒
3
4
b
】
大
阪
高
判
昭
和
五
九
年
四
月
二
六
日
昭
和
五
入
年
困
六
六
四
号
い
国
×
＼
∪
甲
卜
。
b
。
。
。
O
O
O
ま

外
形
他
人
作
出
型

F
（
登
記
は
有
効
）
（
当
事
者
は
㏄
等
を
主
張
）

【
下
3
4
c
】千
葉
地
判
昭
和
五
九
年
六
月
二
八
日
判
時
一
＝
二
八
号
一
三
五
頁
（
6
6
）

外
形
自
己
作
出
型

団
（
否
定
）

【
下
3
5
】

大
阪
高
判
昭
和
五
九
年
一
一
月
二
〇
日
高
選
集
三
七
巻
三
号
二
二
五
頁
（
上
告
審
）
（
6
7
）

外
形
他
人
作
出
型

1
　
　
　
1
B
．
E

【
下
3
6
】

大
阪
高
判
昭
和
六
〇
年
一
月
二
九
日
露
タ
五
五
〇
号
一
四
六
頁

外
形
他
人
作
出
型

㎎

【
下
3
7
】

東
京
高
判
昭
和
六
〇
年
一
月
二
九
日
判
時
一
一
四
四
号
九
二
頁
（
6
8
）

外
形
他
入
作
幽
型

㎎
＋
珊
（
外
観
尊
重
・
取
引
保
護
の
要
請
）

〒
3
8
】

東
京
碁
勢
昭
和
六
〇
年
四
月
二
四
日
判
時
一
一
五
四
号
八
五
頁
（
6
9
）

外
形
他
人
作
出
型

F
（
否
定
）
、
α
（
否
定
）
、
別
・
麗
（
否
定
）

〒
3
9
】

東
京
高
舞
茸
和
六
〇
年
四
月
二
四
日
東
高
民
時
報
三
六
巻
四
1
1
五
号
七
七
頁

外
形
他
人
作
出
型

皿
巨
団
H
H
（
否
定
）

【
下
4
0
】

横
浜
地
判
昭
和
六
一
年
二
月
二
六
日
判
タ
六
〇
五
号
五
五
頁

外
形
他
人
作
出
型

α
（
否
定
）

【
下
4
1
】

仙
台
高
配
昭
和
六
一
年
三
月
二
八
日
判
タ
六
二
一
号
一
一
〇
頁
（
7
0
）

外
形
自
己
作
出
型

A
（
否
定
）
、
圖
な
い
し
田
（
否
定
）

【
下
4
1
a
】東
京
地
判
昭
和
六
一
年
一
〇
月
二
七
日
判
タ
六
三
一
号
一
七
九
頁
（
7
1
）

外
形
自
己
作
出
型

F
（
四
七
八
条
）
（
否
定
）
、
団
＋
α
（
否
定
）

【
最
2
4
】

最
（
三
小
）
判
昭
和
六
一
年
一
一
月
一
八
日
裁
判
集
民
事
一
四
九
号
一
一
五
頁
（
η
）

外
形
自
己
作
出
型

A
な
い
し
O
（
否
定
）

【
最
2
5
】

最
（
最
小
）
判
昭
和
六
二
年
一
月
二
〇
日
義
務
月
報
三
三
巻
九
号
二
二
一
二
四
頁
（
7
3
）

外
形
他
人
作
出
型

α
（
【
最
1
0
】
【
最
1
4
】
等
を
引
用
）

【
下
4
1
b
】大
阪
地
判
昭
和
六
二
年
二
月
二
〇
日
曝
時
一
二
八
二
号
＝
二
九
頁
（
4
7
）

外
形
他
人
罹
患
型

α
（
否
｛
疋
）
、
F
（
二
〇
条
の
法
意
の
類
推
）

【
下
4
2
】

名
古
屋
高
判
昭
和
六
二
年
一
〇
月
二
九
日
判
時
一
二
六
八
号
四
七
頁

外
形
他
人
作
出
型

α
（
否
定
）

【
下
4
3
】

高
松
高
判
昭
和
六
三
年
三
月
三
一
日
判
時
＝
一
八
二
号
一
二
五
頁
（
軍

外
形
他
人
作
出
型

㏄

【
下
4
3
a
】仙
台
高
判
昭
和
六
三
年
九
月
二
六
日
労
民
集
三
九
巻
五
号
四
七
三
頁
（
冊
V

外
形
自
己
作
出
型

A
・
α
（
否
定
）
、
麗
（
否
定
）
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【
下
4
3
b
】大
阪
地
判
昭
和
六
三
年
一
二
月
一
二
日
訟
務
月
報
三
五
巻
六
号
九
五
三
頁

外
形
他
人
作
出
型

α
（
【
最
1
2
】
を
引
用
）

【
下
4
3
c
】釧
路
地
北
見
支
判
平
成
元
年
四
月
二
五
日
昭
和
五
〇
年
㈲
八
号
い
国
×
＼
u
b
d
－
卜
。
卜
。
O
O
O
b
。
一
α外
形
自
己
作
出
型

団
・
麗
（
否
定
）

【
下
必
】

東
京
高
判
平
成
元
年
一
二
月
二
一
日
判
時
一
三
三
八
号
一
＝
二
頁
（
η
）

外
形
他
入
作
繊
型

A

【
下
4
5
】

東
京
高
判
平
成
二
年
二
月
＝
二
日
判
時
一
三
四
八
号
七
八
頁

外
形
他
人
作
出
型

α

【
下
4
5
a
】東
京
高
判
平
成
三
年
三
月
二
〇
日
判
時
＝
二
八
八
号
五
〇
頁
（
聡
）

外
形
他
人
作
出
型

㏄
＋
F
（
四
七
八
条
）

【
下
4
5
b
】東
京
高
判
平
成
三
年
八
月
八
日
金
法
＝
二
一
七
号
一
七
頁
（
7
9
）

外
形
他
人
作
出
型

㏄
（
否
定
）

〒
4
6
】

東
京
書
判
平
成
三
年
一
〇
月
九
日
判
時
一
四
四
五
号
一
五
八
頁
（
8
0
）

外
形
他
人
作
出
型

α
？
（
条
文
の
挙
示
な
し
）
（
否
定
）

【
下
4
6
a
】福
井
地
判
平
成
四
年
一
月
一
七
日
判
タ
八
四
一
号
一
五
二
頁
（
8
1
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
否
定
）
、
F
（
二
〇
条
類
推
）
（
否
定
）

【
下
4
7
】

東
京
地
判
平
成
四
年
四
月
一
四
日
引
時
一
四
二
五
号
六
一
頁
（
8
2
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
否
定
）

【
下
4
7
a
】東
京
地
判
平
成
四
年
九
月
一
八
日
判
時
一
四
五
八
号
六
六
頁

外
形
他
人
作
出
型

α
（
否
定
）
、
皿
（
否
定
）

【
最
2
6
】

最
（
三
選
）
判
平
成
四
年
一
二
月
一
五
日
平
成
四
年
㈹
一
六
四
二
号
い
国
×
＼
u
b
d
－
b
。
b
。
①
O
①
ω
①
ω
外
形
他
人
作
出
型

α
（
第
一
審
判
断
を
維
持
。
【
最
1
2
】
を
引
用
）

【
下
4
7
b
】大
阪
地
判
平
成
六
年
三
月
三
〇
証
左
時
一
五
三
六
号
七
四
頁

外
形
自
己
作
出
型

A
？
α
1
1
m
？
（
【
最
1
2
】
を
引
用
）

【
下
4
7
c
】東
京
地
薄
平
成
七
年
一
月
二
六
日
左
様
一
五
四
七
号
八
○
頁

外
形
自
己
作
出
型

麗
（
権
利
能
力
な
き
社
団
事
例
）

【
下
4
7
d
】名
古
屋
高
判
平
成
七
年
一
月
二
七
日
判
タ
九
〇
五
号
一
八
九
頁
（
差
戻
控
訴
審
）

外
形
自
己
作
出
型

A
ま
た
は
α
（
否
定
）
（
【
最
6
】
を
引
用
）

【
下
4
8
】

浦
和
地
判
平
成
七
年
三
月
二
二
日
金
法
一
四
二
三
号
四
八
頁

外
形
他
人
作
出
型

α

【
下
4
8
a
】東
京
地
判
平
成
七
年
一
二
月
＝
二
日
判
時
一
五
七
五
号
六
八
頁

外
形
自
己
作
出
型

F
（
有
効
性
認
定
）
（
当
事
者
は
α
を
主
張
）

【
下
4
8
b
】東
京
並
判
平
成
七
年
一
二
月
二
五
日
判
時
一
五
七
九
号
九
九
頁

外
形
他
人
作
出
型

瑚
＋
F
（
正
当
の
事
由
）

【
下
4
8
c
】東
京
地
判
平
成
八
年
一
月
二
三
日
判
タ
九
一
八
号
一
五
五
頁

外
形
他
人
作
出
型

α
（
否
定
）
、
F
（
表
見
代
理
）
（
否
定
）

【
下
4
9
】

東
京
地
判
平
成
八
年
一
二
月
二
六
日
判
タ
九
五
三
号
一
八
六
頁

外
形
他
入
作
出
型

α
（
否
定
）

【
下
底
a
】

仙
台
地
判
平
成
九
年
二
月
二
七
日
死
時
九
六
四
号
五
九
頁
（
8
3
）

外
形
自
己
作
出
型

F
（
四
七
八
条
）
（
当
事
者
は
α
を
主
張
）

【
下
5
0
】

那
覇
地
沖
縄
支
判
平
成
九
年
三
月
二
四
日
平
成
七
年
㈲
二
八
九
号
ピ
国
×
＼
U
ゆ
面
。
。
N
b
。
b
。
一
国
外
形
他
人
作
出
型

α
（
否
定
）

【
下
5
0
a
】神
戸
地
伊
丹
支
判
平
成
九
年
一
〇
月
三
〇
離
漿
タ
九
七
四
号
二
四
二
頁

外
形
他
人
作
出
型

α
（
否
定
）

【
下
5
1
】

東
京
地
判
平
成
九
年
一
二
月
八
日
判
タ
九
七
六
号
一
七
七
頁
（
別
）

外
形
他
人
作
出
型

α
（
否
定
）
、
F
（
九
六
条
三
項
）

【
最
2
7
】

最
（
一
小
）
判
平
成
九
年
一
二
月
一
八
日
官
務
月
報
四
五
巻
三
号
六
九
三
頁
（
8
5
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
原
審
判
断
維
持
）

111



慶鷹の法律学　民事法

【
下
5
2
】

東
京
地
判
平
成
九
年
一
二
月
二
五
日
金
商
一
〇
四
四
号
四
〇
頁
（
8
6
）

外
形
他
人
作
出
型

α

【
下
5
3
】

名
古
屋
地
回
平
成
一
〇
年
一
月
三
〇
日
平
成
八
年
㈱
三
二
九
四
号
い
国
×
＼
U
切
面
。
。
8
0
語
○
。

外
形
自
己
作
出
型

A
な
い
し
α

【
下
5
4
】

東
京
地
回
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
金
法
一
五
三
四
号
七
八
頁
（
8
7
）

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
5
5
】

東
京
三
三
平
成
一
〇
年
一
〇
月
二
八
日
判
タ
一
〇
〇
六
号
二
〇
七
頁
（
8
8
）

外
形
自
己
作
出
型

O
（
否
定
）

【
下
5
6
】

福
岡
高
判
平
成
＝
年
六
月
二
九
日
判
タ
一
〇
二
六
号
二
〇
一
頁

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
5
7
】

東
京
地
判
平
成
一
一
年
九
月
二
七
謹
書
民
集
五
三
巻
二
号
一
九
九
頁
（
8
9
）

外
形
他
人
作
出
型

a

【
下
5
8
】

東
京
高
配
平
成
＝
一
年
七
月
二
七
日
差
時
一
七
二
三
号
五
一
頁
（
9
0
）

外
形
自
己
作
出
型

α
（
否
定
）
（
【
最
1
2
】
を
引
用
）

【
下
5
8
a
】東
京
高
判
平
成
一
二
年
一
二
月
一
四
日
判
時
一
七
五
五
号
六
五
頁
（
9
1
）

外
形
雇
入
作
出
型

α
（
否
定
）

【
最
2
8
】

最
（
三
野
）
判
平
成
一
二
年
一
二
月
一
九
日
裁
判
集
民
事
二
〇
〇
号
二
五
七
頁
（
9
2
）

意
思
外
形
非
対
応
型

㎎
　
（
建
物
止
目
｛
疋
・
建
物
敷
地
否
｛
疋
）

【
下
5
8
亜
目
広
島
高
判
平
成
＝
二
年
一
月
一
五
日
家
月
五
四
巻
九
号
一
〇
八
頁
（
9
3
）

外
形
他
人
作
出
型

F
（
黙
示
の
死
因
贈
与
の
成
立
認
定
）

【
下
5
8
c
】福
岡
高
島
平
成
一
四
年
一
一
月
二
八
日
訟
月
四
九
巻
一
〇
号
二
一
九
八
頁
（
9
4
）

外
形
自
己
作
出
型

F
（
＝
○
条
の
法
意
）
な
い
し
α
（
否
定
）

【
最
2
9
】

最
（
二
小
）
判
平
成
一
五
年
六
月
一
三
日
裁
判
集
民
事
二
一
〇
号
一
四
三
頁
（
9
5
）

外
形
他
人
作
出
型

皿
↑
㏄
）
（
否
定
）

〒
5
8
d
】
東
京
地
判
平
成
一
六
年
一
月
二
二
日
判
時
一
八
六
七
号
七
〇
頁
（
9
6
）

外
形
他
人
作
出
型

α
（
【
最
2
5
】
を
引
用
）
（
否
定
）

【
下
5
8
e
】大
阪
三
三
平
成
一
六
年
六
月
三
〇
日
民
集
計
〇
巻
八
号
三
一
一
六
頁
（
9
7
）

外
形
自
己
作
出
型

O
（
書
論
）

【
下
5
8
f
】仙
台
三
三
平
成
一
六
年
七
月
一
四
日
判
時
一
八
八
三
号
六
九
頁
（
9
8
）

外
形
自
己
作
出
型

α

【
下
5
9
】

東
京
地
判
平
成
一
六
年
九
月
一
五
日
平
成
一
五
年
㈲
＝
二
二
六
号
い
国
×
＼
U
ゆ
－
N
。
。
O
㊤
b
。
幽
9
外
形
他
人
作
出
型

㏄
（
否
定
）

【
下
6
0
】

東
京
地
判
平
成
一
六
年
九
月
二
七
日
平
成
一
四
年
㈱
一
八
二
八
一
号
い
国
×
＼
∪
甲
b
。
。
。
O
O
b
。
㎝
。
。
O
外
形
他
計
作
出
型

A
ま
た
は
α
（
否
定
）

【
下
6
1
】

大
阪
高
判
平
成
一
六
年
一
一
月
一
七
日
判
時
一
八
九
七
号
一
七
頁
（
9
9
）

外
形
他
人
作
出
型

α

【
下
6
1
a
】東
京
地
勢
平
成
一
七
年
三
月
三
〇
日
平
成
一
五
年
㈱
二
五
四
五
六
号
い
口
－
O
①
O
ω
一
ら
2

外
形
他
人
作
出
型

A
（
否
定
）
、
皿
（
否
定
）
、
麗
・
別
・
別
（
否
定
）

【
下
6
1
b
】東
京
地
判
平
成
一
七
年
六
月
一
七
日
平
成
一
六
年
㈲
二
入
六
六
号
い
口
6
①
O
ω
N
卜
。
。
。
軽

外
形
自
己
作
出
型

α
ま
た
は
麗
（
否
定
）

【
一
辺

最
（
一
三
）
判
平
成
一
八
年
二
月
二
三
日
凝
集
六
〇
巻
二
号
五
四
六
頁
（
㎜
）

外
形
薄
月
作
出
型

㏄

【
下
6
1
c
】大
阪
三
三
平
成
一
八
年
一
一
月
二
二
日
登
記
情
報
五
六
〇
号
八
九
頁

外
形
他
入
作
母
型

α
（
否
定
）
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（
1
8
）
　
松
岡
・
【
下
3
5
】
評
釈
一
〇
五
頁
。

（
1
9
）
　
川
井
・
【
最
2
9
】
評
釈
七
一
頁
。

（
2
0
）
　
九
四
条
二
項
類
推
適
用
法
理
な
る
も
の
が
、
戦
前
の
禁
反
言
の
直
接
適
用
法
理
が
と
り
あ
え
ず
の
条
文
根
拠
を
同
条
項
に
求
め
た
だ
け
の
も
の

　
で
あ
っ
た
、
と
い
う
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
類
推
適
用
法
理
の
限
界
づ
け
を
探
る
方
向
性
と
し
て
は
、
禁
反
言
構
成
の
要
件
判
断
と
同
一
で
あ
る
〔
∬
〕

　
の
方
向
性
が
正
し
く
、
九
四
条
二
項
そ
の
も
の
の
条
文
構
造
の
側
か
ら
こ
の
法
理
の
限
界
づ
け
を
行
お
う
と
す
る
〔
1
〕
の
方
向
性
や
、
さ
ら
に
い

　
え
ば
、
九
四
条
二
項
そ
の
も
の
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
比
較
法
や
旧
民
法
・
現
行
民
法
の
沿
革
論
か
ら
（
同
条
項
の
「
本
来
適
用
」
の

　
論
点
で
は
な
く
し
て
）
「
類
推
適
用
」
の
判
例
法
理
を
検
討
す
る
方
向
性
は
、
基
本
発
想
と
し
て
正
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ

　
う
か
。
た
か
だ
か
そ
れ
は
、
九
四
条
二
項
そ
れ
自
体
の
解
釈
か
ら
は
、
無
権
利
者
か
ら
の
取
得
者
を
ほ
と
ん
ど
保
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い

　
う
当
然
に
予
想
さ
れ
る
結
論
を
導
く
だ
け
で
あ
ろ
う
。

（
2
1
）
　
中
舎
・
前
掲
注
（
1
）
四
二
三
頁
。

（
2
2
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
片
山
金
章
・
法
学
新
報
四
四
巻
一
一
号
（
昭
和
九
年
）
一
六
八
頁
、
水
口
吉
蔵
・
法
律
論
叢
（
明
治
大
）
＝
二
巻
＝
目
一
二
号

　
（
昭
和
九
年
）
六
三
頁
、
板
木
郁
郎
・
法
と
経
済
（
立
命
館
大
）
三
巻
一
号
（
昭
和
一
〇
年
）
一
九
五
頁
、
石
田
文
次
郎
・
法
学
論
叢
（
京
大
）
三
二

　
巻
三
号
（
昭
和
一
〇
年
）
一
三
七
頁
、
我
妻
栄
『
判
例
民
事
法
（
昭
和
九
年
度
）
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
一
六
年
）
〔
六
七
事
件
〕
二
〇
一
頁
、
幾
代
通

　
『
銀
行
取
引
判
例
百
選
』
（
別
ジ
ュ
リ
六
号
、
昭
和
四
一
年
）
四
四
頁
。

（
2
3
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
於
保
不
二
雄
・
法
学
論
叢
（
京
大
）
三
四
二
四
号
（
昭
和
＝
年
）
一
五
八
頁
、
中
川
善
之
助
・
民
商
三
巻
五
号
（
昭
和
＝
年
）

　
一
二
四
頁
、
福
島
四
郎
・
法
と
経
済
（
立
命
館
大
）
五
巻
五
号
（
昭
和
＝
年
）
一
三
一
頁
、
銀
行
判
例
一
五
巻
五
号
（
昭
和
一
一
年
）
四
〇
頁
、

　
川
島
武
宜
『
判
例
民
事
法
（
昭
和
一
〇
年
度
）
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
＝
年
）
〔
一
二
九
事
件
〕
五
一
八
頁
。

（
2
4
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
近
藤
英
吉
・
民
商
八
巻
三
号
（
昭
和
一
三
年
目
＝
一
二
頁
、
浅
井
清
信
・
法
と
経
済
（
立
命
館
大
）
一
〇
巻
四
号
（
昭
和
＝
二
年
）

　
一
二
〇
頁
、
内
田
力
蔵
『
判
例
民
事
法
（
昭
和
一
三
年
度
）
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
一
四
年
）
〔
三
八
事
件
〕
一
四
二
頁
。

（
2
5
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
石
田
文
次
郎
・
法
学
論
叢
（
京
大
）
三
九
巻
一
号
（
昭
和
一
三
年
）
一
七
五
頁
、
松
坂
佐
一
・
民
商
八
巻
二
号
（
昭
和
一
三
年
）

　
九
九
頁
、
梶
田
年
・
法
学
新
報
四
八
巻
八
号
（
昭
和
コ
ニ
年
）
一
五
八
頁
、
四
宮
和
夫
『
判
例
民
事
法
（
昭
和
＝
二
年
度
）
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
一
四

　
年
）
〔
二
二
事
件
〕
八
六
頁
。
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（
2
6
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
谷
ロ
知
平
．
銀
行
論
叢
三
二
巻
五
号
（
昭
和
一
四
年
）
二
一
頁
、
山
木
戸
克
己
・
民
商
九
巻
六
号
（
昭
和
一
四
年
）
七
三
頁
、
梶

　
田
年
．
法
学
新
報
四
九
巻
六
号
（
昭
和
一
四
年
）
一
六
五
頁
、
四
宮
和
夫
『
判
例
民
事
法
（
昭
和
一
三
年
度
）
』
（
有
斐
閣
、
昭
和
一
四
年
）
〔
一
六
一

　
事
件
〕
六
〇
六
頁
。

（
2
7
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
石
田
喜
久
失
．
民
商
二
九
巻
二
号
（
昭
和
二
九
年
）
四
四
頁
、
加
藤
一
郎
・
法
協
七
二
巻
六
号
（
昭
和
三
〇
年
）
一
四
〇
頁
。

（
2
8
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
石
田
喜
久
夫
．
民
商
二
九
巻
五
号
（
昭
和
二
九
年
）
三
四
頁
、
深
瀬
忠
一
・
自
治
研
究
三
二
巻
四
号
（
昭
和
三
一
年
）
一
六
八
頁
、

　
田
中
成
志
．
法
協
九
七
巻
一
号
（
昭
和
五
五
年
）
一
四
一
頁
。

（
2
9
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
柚
木
馨
．
民
商
三
二
巻
一
号
（
昭
和
三
〇
年
）
三
〇
頁
、
川
添
利
起
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
二
九
年
度
）
』
（
法

　
曹
会
、
昭
和
三
〇
年
）
〔
七
六
事
件
〕
一
二
〇
頁
、
川
本
権
祐
・
民
事
研
修
一
三
号
（
昭
和
三
四
年
）
三
七
頁
、
米
倉
明
・
法
協
一
〇
六
巻
六
号
（
平

　
成
元
年
）
二
一
七
頁
。

（
3
0
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
乾
昭
三
．
法
時
三
五
巻
七
号
（
昭
和
三
八
年
前
八
一
頁
、
舟
橋
諄
一
・
民
商
四
八
巻
六
号
（
昭
和
三
八
年
）
一
〇
四
頁
、
真
船
孝

　
允
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
三
七
年
度
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
三
八
年
）
〔
一
四
七
事
件
〕
四
八
六
頁
、
金
山
正
信
・
同
志
社
法
学
八
三

　
号
（
一
五
巻
四
号
、
昭
和
三
九
年
）
八
○
頁
、
星
野
英
一
・
法
協
八
一
巻
五
号
（
昭
和
四
〇
年
）
コ
ニ
三
寸
。
〔
差
戻
上
告
審
〕
最
（
三
小
）
判
昭
和

　
四
三
年
三
月
一
九
日
民
集
二
二
巻
三
号
六
四
八
頁
。

（
3
1
）
　
〔
上
告
審
〕
最
（
二
小
）
判
昭
和
三
八
年
九
月
二
〇
三
民
集
一
七
二
八
号
一
〇
〇
六
頁
…
…
〔
上
告
審
評
釈
〕
加
藤
正
男
・
民
商
五
〇
三
四
号

　（

ｺ
和
三
九
年
）
一
〇
〇
頁
、
星
野
英
一
．
法
協
入
二
巻
四
号
（
昭
和
四
一
年
）
一
〇
六
頁
、
瀬
戸
正
二
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
三

　
八
年
度
）
』
（
法
酋
日
工
、
昭
和
四
一
年
）
〔
五
七
事
件
〕
二
一
二
〇
頁
、
石
川
利
夫
①
『
不
動
産
取
引
判
例
百
選
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
〇
号
、
昭
和
四
一
年
）

　
一
九
四
頁
、
同
②
『
同
（
増
補
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
〇
号
、
昭
和
五
二
年
）
一
九
四
頁
。

（
3
2
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
四
宮
和
夫
．
民
商
五
〇
巻
二
号
（
昭
和
三
九
年
）
八
九
頁
、
星
野
英
一
・
法
協
八
二
巻
三
号
（
昭
和
四
一
年
）
八
○
頁
、
枡
田
文

　
郎
『
最
高
戴
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
三
八
年
度
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
一
年
）
〔
四
八
事
件
〕
一
八
○
頁
。

（
3
3
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
香
川
保
」
．
登
記
研
究
二
二
四
号
（
昭
和
四
一
年
）
一
二
頁
、
翌
春
不
二
雄
・
民
商
五
五
巻
四
号
（
昭
和
四
二
年
）
＝
一
頁
、

　
高
津
幸
一
．
法
協
八
四
巻
二
号
（
昭
和
四
二
年
）
一
一
六
頁
、
豊
水
道
祐
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
一
年
度
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和

　
四
二
年
）
〔
二
二
事
件
〕
一
〇
七
頁
、
東
法
子
・
手
形
研
究
二
七
七
号
（
二
二
巻
一
三
号
、
昭
和
五
三
年
）
二
二
頁
。
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（
3
4
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
増
田
幸
次
郎
・
民
商
五
九
巻
六
号
（
昭
和
四
四
年
）
一
八
○
頁
。
〔
上
告
審
〕
最
（
一
小
）
判
昭
和
四
四
年
七
月
一
〇
下
民
集
二

　
三
巻
八
号
一
四
二
三
頁
…
…
〔
上
告
審
評
釈
〕
本
間
義
信
・
民
商
六
三
巻
一
号
（
昭
和
四
五
年
）
六
五
頁
、
藤
原
淳
一
郎
．
法
学
研
究
（
慶
応
大
）

　
四
三
巻
一
二
号
（
昭
和
四
五
年
）
六
九
頁
、
柳
川
俊
一
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
四
年
度
・
下
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
七

　
四
事
件
〕
七
五
一
頁
、
船
越
隆
司
『
宗
教
判
例
百
選
』
（
別
ジ
ュ
リ
三
七
号
、
昭
和
四
七
年
目
四
六
頁
、
五
十
部
豊
久
『
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
（
第

　
二
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
七
六
号
、
昭
和
五
七
年
）
五
六
頁
、
谷
口
安
平
『
宗
教
判
例
百
選
（
第
二
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
〇
九
号
、
平
成
三
年
）
一
〇
二
頁
、

　
牛
島
弘
雅
①
『
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
1
』
（
別
ジ
ュ
リ
＝
四
号
、
平
成
四
年
）
一
〇
二
頁
、
同
②
『
同
（
新
法
対
応
補
正
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
四

　
五
号
、
平
成
一
〇
年
）
一
〇
二
頁
、
八
田
卓
也
『
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
（
第
三
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
六
九
号
、
平
成
一
五
年
）
四
二
頁
。

（
3
5
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
須
永
醇
・
判
評
一
〇
三
号
（
三
時
四
八
三
号
、
昭
和
四
二
年
）
七
頁
。

（
3
6
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
本
城
武
雄
・
民
商
五
七
巻
四
号
（
昭
和
四
三
年
）
一
二
二
頁
、
乾
昭
三
・
法
時
四
〇
巻
一
号
（
昭
和
四
三
年
）
一
〇
三
頁
、
星
野

　
英
一
・
法
協
入
五
巻
四
号
（
昭
和
四
三
年
）
一
一
五
頁
、
竹
村
勢
亀
・
民
事
月
報
二
三
巻
五
号
（
昭
和
四
三
年
）
七
八
頁
、
豊
水
道
祐
『
最
高
裁
判

　
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
二
年
度
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
二
八
事
件
〕
一
四
六
頁
。

（
3
7
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
谷
田
貝
三
課
目
菅
垣
一
一
〇
号
（
判
三
五
〇
七
号
、
昭
和
四
三
年
）
二
七
頁
、
谷
口
知
平
．
民
商
五
八
巻
一
号
（
昭
和
四
三
年
）

　
一
〇
八
頁
…
…
〔
所
収
〕
『
民
法
論
－
総
論
・
物
権
の
研
究
』
（
信
山
社
、
昭
和
六
三
年
）
二
＝
二
頁
、
星
野
英
一
．
法
協
八
五
巻
六
号
（
昭
和
四
三

　
年
）
九
四
頁
、
後
藤
静
思
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
二
年
度
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
六
六
事
件
〕
三
五
五
頁
、
宮
内
竹
和

　
『
家
族
法
判
例
百
選
（
新
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
四
〇
号
、
昭
和
四
八
年
目
二
六
一
頁
、
伊
藤
昌
司
・
法
才
智
七
五
号
（
昭
和
五
三
年
目
一
三
頁
、
山
本
進

　
一
『
家
族
法
判
例
百
選
（
第
三
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
六
六
号
、
昭
和
五
五
年
）
二
三
二
頁
。

（
3
8
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
鈴
木
重
信
①
・
金
法
五
三
三
号
（
昭
和
四
四
年
）
二
一
頁
、
同
②
・
登
記
先
例
解
説
集
一
〇
巻
二
号
（
昭
和
四
五
年
）
六
三
頁
、

　
同
③
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
三
年
度
・
下
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
一
二
六
事
件
〕
一
一
八
九
頁
、
金
山
正
信
．
法
三
四

　
一
巻
八
号
（
昭
和
四
四
年
）
一
三
二
頁
、
川
村
俊
雄
・
民
商
六
〇
巻
六
号
（
昭
和
四
四
年
）
九
三
頁
、
星
野
英
一
．
法
協
八
七
巻
五
号
（
昭
和
四
五

　
年
）
六
六
頁
、
月
岡
利
男
『
新
演
習
民
法
破
棄
判
例
（
総
則
・
物
権
）
』
（
法
律
文
化
社
、
平
成
元
年
）
四
四
頁
。

（
3
9
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
船
越
隆
司
・
金
商
一
九
五
号
（
昭
和
四
五
年
）
二
頁
、
田
中
実
・
民
商
六
二
巻
三
号
（
昭
和
四
五
年
）
九
七
頁
、
高
森
八
四
郎
．

　
法
蔵
四
二
巻
六
号
（
昭
和
四
五
年
）
一
二
三
頁
、
加
藤
雅
信
・
法
協
八
八
巻
五
1
1
六
号
（
昭
和
四
六
年
）
一
〇
四
頁
、
千
種
秀
夫
『
最
高
裁
判
所
判
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例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
四
年
度
．
上
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
二
四
事
件
〕
二
四
六
頁
、
磯
村
保
『
民
法
の
基
本
判
例
』
（
別
冊
法
教
、
昭

　
和
六
一
年
）
一
九
頁
、
七
戸
克
彦
『
民
法
の
基
本
判
例
（
第
二
版
）
』
（
法
教
増
刊
、
平
成
＝
年
）
二
四
頁
。

（
4
0
）
　
判
例
集
未
登
載
。
野
田
宏
「
最
高
裁
民
事
破
棄
判
決
の
実
状
（
四
）
」
判
時
五
九
二
号
（
昭
和
四
五
年
）
二
〇
頁
の
紹
介
に
よ
る
。

（
4
1
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
境
一
郎
．
判
評
＝
二
六
号
（
判
時
五
九
〇
号
、
昭
和
四
五
年
）
二
九
頁
、
連
立
不
二
雄
・
民
商
六
三
巻
一
号
（
昭
和
四
五
年
）
一

　
二
六
頁
、
江
頭
憲
治
郎
．
法
協
八
八
巻
一
号
（
昭
和
四
六
年
）
一
〇
〇
頁
、
新
山
雄
三
・
法
学
（
東
北
大
）
三
七
巻
一
号
（
昭
和
四
八
年
）
一
六
九
頁
、

　
柳
川
俊
一
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
四
年
度
・
下
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
八
四
事
件
〕
八
五
五
頁
、
小
橋
一
郎
①
『
手
形

　
小
切
手
判
例
百
選
（
新
版
．
増
補
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ニ
四
号
、
昭
和
五
一
年
）
二
五
八
頁
、
同
②
『
同
（
第
三
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
七
二
号
、
昭
和
五
六

　
年
）
二
四
頁
。

（
4
2
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
米
山
隆
・
法
と
政
治
（
関
西
学
院
大
）
二
一
二
巻
一
号
（
昭
和
四
七
年
）
六
一
頁
。

（
4
3
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
四
宮
和
夫
．
法
協
八
八
巻
三
号
（
昭
和
四
六
年
）
八
三
頁
、
金
山
正
信
・
民
商
六
四
巻
一
号
（
昭
和
四
六
年
）
八
八
頁
、
柳
川
俊

　
一
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
五
年
度
・
上
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
四
事
件
〕
二
九
頁
。

（
4
4
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
鈴
木
重
信
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
五
年
度
・
上
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
二
六
事
件
〕
二
一
六
頁
、

　
川
井
健
．
民
商
六
四
巻
三
号
（
昭
和
四
六
年
）
九
〇
頁
、
木
下
毅
・
法
協
八
八
巻
一
一
避
一
二
号
（
昭
和
四
六
年
）
＝
六
頁
、
東
法
子
・
手
形
研

　
究
四
三
三
号
（
三
四
巻
一
号
、
平
成
二
年
）
一
〇
頁
。

（
4
5
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
下
森
定
．
判
評
一
四
五
号
（
判
時
六
一
八
号
、
昭
和
四
六
年
）
一
五
頁
、
遠
藤
浩
①
・
民
商
六
八
巻
三
号
（
昭
和
四
八
年
）
一
五

　
四
頁
、
同
②
．
民
事
研
修
四
三
五
号
（
平
成
五
年
）
二
一
頁
、
山
本
進
一
『
昭
和
四
五
年
度
重
要
判
例
解
説
』
（
ジ
ュ
リ
臨
増
四
八
二
号
、
昭
和
四
六

　
年
）
三
九
頁
、
横
山
長
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
五
度
・
下
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
五
九
事
件
〕
五
六
二
頁
、
高
森
八
四

　
郎
①
『
不
動
産
取
引
判
例
百
選
（
増
補
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
〇
号
、
昭
和
五
二
年
）
二
一
二
四
頁
、
同
②
『
同
（
第
二
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
一
一
二
号
、

　
平
成
三
年
）
六
四
頁
。

（
4
6
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
高
島
平
蔵
．
判
評
一
四
九
号
（
判
時
六
三
〇
号
、
昭
和
四
六
年
）
八
頁
、
新
関
輝
夫
・
法
学
論
叢
（
福
岡
大
）
一
六
巻
二
号
（
昭

　
和
四
六
年
）
一
八
五
頁
、
石
田
喜
久
夫
．
民
商
六
五
巻
三
号
（
昭
和
四
六
年
）
四
七
頁
、
横
山
長
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
五
年

　
度
．
下
）
』
（
法
茜
日
会
、
昭
和
四
六
年
）
〔
六
八
事
件
〕
六
六
四
頁
、
浜
上
則
雄
・
法
馬
四
四
巻
三
号
（
昭
和
四
七
年
）
一
二
六
頁
、
鈴
木
重
信
①
『
民
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法
判
例
百
選
－
総
則
・
物
権
』
（
別
ジ
ュ
リ
四
六
号
、
昭
和
四
九
年
）
六
〇
頁
、
同
②
『
同
（
第
二
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
七
七
号
、
昭
和
五
七
年
）
六
六

　
頁
、
同
③
『
同
（
第
三
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
〇
四
号
、
平
成
元
年
）
五
八
頁
、
星
野
英
一
・
法
協
八
九
巻
六
号
（
昭
和
四
七
年
）
一
二
二
頁
、
中
井

　
美
雄
『
民
法
の
判
例
（
第
三
版
）
』
（
ジ
ュ
リ
増
、
昭
和
五
四
年
）
一
九
頁
、
磯
村
保
①
『
民
法
判
例
百
選
－
総
則
・
物
権
（
第
四
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ

　
一
三
六
号
、
平
成
八
年
）
五
四
頁
、
同
②
『
同
（
第
五
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
五
九
号
、
平
成
一
三
年
）
五
四
頁
、
小
林
英
樹
・
研
修
五
七
六
号
（
平

　
成
八
年
）
一
〇
五
頁
、
高
山
満
①
・
金
法
一
四
三
三
号
（
平
成
七
年
）
七
四
頁
、
同
②
『
金
融
判
例
一
〇
〇
』
（
金
法
一
五
八
一
号
、
平
成
一
二
年
）

　
入
二
頁
。

（
4
7
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
鈴
木
重
信
①
・
金
理
知
〇
五
号
（
昭
和
四
六
年
）
三
二
頁
、
同
②
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
五
年
度
．
上
）
』

　
（
法
曹
会
、
昭
和
四
六
年
目
〔
五
二
事
件
〕
四
八
六
頁
、
同
③
『
民
法
判
例
百
選
－
総
則
・
物
権
』
（
別
ジ
ュ
リ
四
六
号
、
昭
和
四
九
年
）
六
二
頁
、
同

　
④
『
同
（
第
二
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
七
七
号
、
昭
和
五
七
年
）
六
八
頁
、
同
⑤
『
同
（
第
三
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
〇
四
号
、
平
成
元
年
）
六
〇
頁
、
村

　
松
俊
夫
・
金
法
六
＝
号
（
昭
和
四
六
年
）
二
〇
頁
、
幾
代
通
・
判
評
一
四
八
号
（
二
時
六
二
七
号
、
昭
和
四
六
年
）
一
四
頁
、
鈴
木
禄
弥
1
1
生
態

　
長
幸
・
判
タ
珊
瑚
〇
号
（
昭
和
四
六
年
）
九
七
頁
、
星
野
英
一
・
法
協
八
九
巻
七
号
（
昭
和
四
七
年
）
＝
二
頁
、
玉
田
弘
毅
・
民
商
六
七
巻
六
号

　
（
昭
和
四
八
年
）
＝
二
八
頁
、
下
森
定
『
現
代
判
例
民
法
学
の
課
題
（
森
泉
章
教
授
還
暦
記
念
論
集
）
』
（
法
学
書
院
、
昭
和
六
三
年
）
八
七
頁
、
小
林

　
資
郎
『
不
動
産
取
引
判
例
百
選
』
（
別
ジ
ュ
リ
一
一
二
号
、
平
成
三
年
）
一
〇
四
頁
、
伊
藤
進
①
『
民
法
判
例
百
選
－
総
則
・
物
権
（
第
四
版
）
』
（
別

　
ジ
ュ
リ
ー
四
六
号
、
平
成
八
年
）
五
六
頁
、
同
②
『
同
（
第
五
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
五
九
号
、
平
成
＝
二
年
）
五
六
頁
、
同
③
『
同
（
第
五
版
新
法

　
対
応
補
正
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
七
五
号
、
平
成
一
七
年
）
五
六
頁
。

（
4
8
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
伊
藤
進
・
金
商
二
八
一
号
（
昭
和
四
六
年
）
二
頁
、
山
本
和
敏
・
判
タ
ニ
七
〇
号
（
昭
和
四
七
年
）
六
九
頁
。

（
4
9
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
田
干
実
・
判
型
一
六
三
号
（
判
時
六
七
三
号
、
昭
和
四
七
年
）
一
八
頁
、
吉
田
真
澄
・
判
タ
ニ
七
九
号
（
昭
和
四
七
年
）
七
二
頁
、

　
安
永
正
昭
・
民
商
六
七
巻
四
号
（
昭
和
四
八
年
）
八
八
頁
、
高
島
平
蔵
『
昭
和
四
七
年
度
重
要
判
例
解
説
』
（
ジ
ュ
リ
臨
増
五
三
五
号
、
昭
和
四
入
年
）

　
四
三
頁
、
石
田
穣
・
法
協
九
〇
巻
＝
一
号
（
昭
和
四
八
年
）
九
〇
頁
、
宇
佐
見
大
司
・
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
五
八
号
（
昭
和
四
八
年
）
一
九
七
頁
、

　
千
種
秀
夫
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
七
年
度
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
九
年
）
〔
八
事
件
〕
五
〇
頁
。

（
5
0
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
藤
原
弘
道
・
民
商
六
八
巻
五
号
（
昭
和
四
八
年
）
一
四
〇
頁
、
鈴
木
弘
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
七
年
度
）
』

　
（
法
曹
会
、
昭
和
四
九
年
）
〔
六
八
事
件
〕
六
二
九
頁
、
四
宮
和
夫
・
法
協
九
一
巻
三
号
（
昭
和
四
九
年
）
一
七
四
頁
、
高
島
平
蔵
・
島
隠
ニ
四
四
号
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（
昭
和
五
〇
年
）
一
〇
八
頁
。

（
5
1
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
石
田
喜
久
夫
．
民
商
六
九
巻
四
号
（
昭
和
四
九
年
）
一
四
三
頁
、
田
尾
桃
二
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
七
年

　
度
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
四
九
年
）
〔
三
六
事
件
〕
二
九
一
頁
。
〔
原
審
評
釈
〕
中
尾
英
俊
・
十
二
一
三
四
号
（
片
時
五
八
四
号
、
昭
和
四
五
年
）
一
五
頁
。

（
5
2
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
渋
谷
光
子
・
ジ
ュ
リ
五
六
六
号
（
昭
和
四
九
年
）
一
一
二
頁
。

（
5
3
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
吉
田
真
澄
．
同
志
社
法
学
一
二
八
号
（
二
五
巻
一
号
、
昭
和
四
九
年
）
五
九
頁
、
水
辺
芳
郎
・
日
本
法
学
三
九
巻
三
号
（
昭
和
四

　
九
年
）
一
二
一
頁
、
藤
原
弘
道
．
民
商
七
〇
巻
三
号
（
昭
和
四
九
年
）
一
二
一
頁
、
米
倉
明
・
法
協
九
二
巻
二
号
（
昭
和
五
〇
年
）
五
七
頁
、
田
尾

　
桃
二
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
四
八
年
度
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
五
二
年
）
〔
二
事
件
〕
一
〇
頁
。

（
5
4
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
倉
田
卓
次
・
金
法
七
六
八
号
（
昭
和
五
〇
年
）
一
八
頁
。

（
5
5
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
田
中
克
志
・
法
時
四
九
巻
六
号
（
昭
和
五
二
年
）
一
二
五
頁
。

（
5
6
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
不
動
産
鑑
定
一
五
巻
九
号
（
昭
和
五
三
年
）
一
〇
六
頁
、
武
藤
節
義
・
不
動
産
法
律
セ
ミ
ナ
ー
九
巻
＝
号
（
昭
和
五
三
年
）
三

　
五
頁
、
森
泉
章
①
・
い
睾
。
。
9
。
。
一
四
号
（
二
巻
一
号
、
昭
和
五
四
年
）
一
〇
六
頁
、
同
②
・
判
タ
三
九
〇
号
（
昭
和
五
四
年
目
六
頁
。

（
5
7
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
浜
川
清
『
地
方
自
治
判
例
百
選
』
（
別
ジ
ュ
リ
七
一
号
、
昭
和
五
六
年
）
一
六
六
頁
。

（
5
8
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
小
橋
一
郎
・
商
事
法
務
九
八
七
号
（
昭
和
五
八
年
）
七
一
頁
。

（
5
9
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
登
記
研
究
三
九
六
号
（
昭
和
五
五
年
）
四
九
頁
、
石
田
喜
久
夫
『
昭
和
五
五
年
度
民
事
二
言
判
例
解
説
』
（
判
タ
臨
写
四
三
九
頁
、

　
昭
和
五
六
年
）
二
八
頁
。

（
6
0
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
鷺
岡
康
雄
①
．
ジ
ュ
リ
七
四
八
号
（
昭
和
五
六
年
）
七
一
頁
、
同
②
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
五
六
年
度
）
』
（
法

　
曹
会
、
昭
和
六
一
年
）
〔
一
九
事
件
〕
二
九
八
頁
、
森
泉
章
・
民
商
八
六
巻
一
号
（
昭
和
五
七
年
）
一
二
一
頁
、
三
島
宣
也
『
昭
和
五
六
年
度
重
要
判

　
例
解
説
』
（
ジ
ュ
リ
野
芝
七
六
八
号
、
昭
和
五
七
年
）
五
八
頁
、
五
十
早
書
・
判
タ
四
七
二
号
（
昭
和
五
七
年
）
四
頁
、
吉
田
邦
彦
・
法
協
一
〇
〇
巻

　
四
号
（
昭
和
五
八
年
）
一
四
二
頁
、
村
田
彰
・
法
学
志
林
八
四
巻
一
号
（
昭
和
六
一
年
）
七
九
頁
。

（
6
1
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
谷
口
知
平
・
民
商
八
七
巻
五
号
（
昭
和
五
八
年
）
一
〇
四
頁
。

（
6
2
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
太
田
曲
豆
①
．
ジ
ュ
リ
七
七
九
号
（
昭
和
五
七
年
）
六
六
頁
、
同
②
・
季
刊
実
務
民
事
法
一
号
（
昭
和
五
八
年
）
二
三
六
頁
、
同
③

　
『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
昭
和
五
七
年
度
）
』
（
法
曹
会
、
昭
和
六
二
年
）
〔
二
八
事
件
〕
四
八
六
頁
、
中
尾
英
俊
①
・
法
教
二
八
号
（
昭
和
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五
八
年
）
一
〇
八
頁
、
同
②
・
判
評
二
九
一
号
（
判
時
一
〇
七
〇
号
、
昭
和
五
八
年
）
一
ご
二
頁
、
同
③
『
昭
和
五
七
年
度
重
要
判
例
解
説
』
（
ジ
ュ
リ

　
臨
増
七
九
二
号
、
昭
和
五
八
年
）
六
四
頁
、
石
渡
哲
・
法
学
研
究
（
慶
応
大
）
五
六
巻
九
号
（
昭
和
五
八
年
）
一
〇
一
頁
、
林
修
三
・
時
の
法
令
一

　
一
六
九
号
（
昭
和
五
入
年
）
五
六
頁
、
甲
斐
道
太
郎
1
1
上
谷
均
・
民
商
八
八
巻
五
号
（
昭
和
五
八
年
）
八
三
頁
、
中
村
忠
・
判
タ
五
〇
五
号
（
昭
和

　
五
八
年
）
四
〇
頁
、
東
松
文
雄
・
民
事
研
修
三
二
四
号
（
昭
和
五
九
年
）
二
七
頁
、
山
田
誠
一
①
『
民
法
の
基
本
判
例
』
（
別
冊
法
教
、
昭
和
六
一
年
）

　
七
九
頁
、
同
②
・
法
協
一
〇
三
巻
六
号
（
昭
和
六
一
年
）
二
一
四
頁
、
富
樫
貞
夫
①
『
民
事
訴
訟
法
判
例
百
選
H
』
（
別
ジ
ュ
リ
一
一
五
号
、
平
成
四

　
年
）
三
五
八
頁
、
同
②
『
同
（
新
法
対
応
補
正
版
）
』
（
別
ジ
ュ
リ
ー
四
六
号
、
平
成
一
〇
年
）
三
五
八
頁
。

（
6
3
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
三
舎
寛
樹
・
盛
時
五
七
巻
三
号
（
昭
和
六
〇
年
）
一
一
八
頁
、
大
西
武
士
『
判
例
金
融
取
引
法
（
上
）
預
金
、
貸
出
・
管
理
回
収
』

　
（
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
出
版
社
、
平
成
二
年
）
七
三
頁
。

（
6
4
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
小
林
茂
雄
・
季
刊
実
務
民
事
法
六
号
（
昭
和
五
九
年
）
二
一
四
頁
、
新
美
悪
文
・
法
皇
五
六
巻
九
号
（
昭
和
五
九
年
）
一
一
八
頁
、

　
平
井
一
雄
・
判
評
判
〇
八
号
（
三
時
一
一
二
三
号
、
昭
和
五
九
年
）
一
八
頁
、
江
藤
正
也
・
民
事
研
修
三
三
六
号
（
昭
和
六
〇
年
）
三
七
頁
、
坂
本

　
武
憲
・
ジ
ュ
リ
八
三
三
号
（
昭
和
六
〇
年
）
一
〇
五
頁
。

（
6
5
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
小
池
信
行
・
登
記
研
究
四
六
三
号
（
昭
和
六
一
年
）
一
頁
、
鎌
田
薫
①
・
判
評
三
三
五
号
（
潜
時
一
二
一
二
号
、
昭
和
六
二
年
）

　
三
二
頁
、
同
②
・
法
セ
三
八
七
号
（
昭
和
六
二
年
）
一
一
〇
頁
、
岩
城
謙
二
・
法
令
ニ
ュ
ー
ス
ニ
半
巻
三
号
（
昭
和
六
二
年
）
三
〇
頁
、
杉
政
静
夫
・

　
季
刊
不
動
産
研
究
二
九
巻
四
号
（
昭
和
六
二
年
目
一
七
頁
、
江
渕
武
彦
・
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
二
一
巻
二
号
（
昭
和
六
三
年
）
一
四
七
頁
。

（
6
6
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
小
池
信
行
・
登
記
研
究
四
六
三
号
（
昭
和
六
一
年
）
九
頁
。

（
6
7
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
上
井
長
久
・
判
評
三
二
〇
号
（
判
時
一
一
六
〇
号
、
昭
和
六
〇
年
）
三
九
頁
、
藤
村
和
夫
・
法
時
五
七
巻
一
二
号
（
昭
和
六
〇
年
）

　
＝
二
八
頁
、
内
田
勝
一
・
判
タ
五
八
一
号
（
昭
和
六
一
年
）
一
〇
三
頁
、
松
岡
久
和
・
龍
谷
法
学
一
八
巻
四
号
（
昭
和
六
一
年
）
九
七
頁
、
高
畑
順

　
子
・
法
と
政
治
（
関
西
学
院
大
）
三
七
巻
一
号
（
昭
和
六
一
年
目
一
八
一
頁
、
田
中
学
・
東
洋
法
学
二
七
巻
二
号
（
昭
和
六
一
年
）
八
九
頁
、
小
池

　
信
行
・
登
記
研
究
四
六
四
号
（
昭
和
六
一
年
）
六
頁
。

（
6
8
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
小
池
信
行
①
・
法
令
ニ
ュ
ー
ス
ニ
○
三
八
号
（
昭
和
六
〇
年
）
三
三
頁
、
同
②
・
登
記
先
例
解
説
集
二
六
巻
四
号
（
昭
和
六
一
年
）

　
四
七
頁
、
山
崎
ま
さ
よ
・
民
事
研
修
三
四
四
号
（
昭
和
六
〇
年
）
四
三
頁
、
内
田
勝
一
・
前
掲
注
（
6
7
）
一
〇
一
頁
、
高
畑
順
子
・
法
と
政
治
（
関

　
西
学
院
大
）
三
七
巻
一
号
（
昭
和
六
一
年
）
一
八
二
頁
、
中
村
忠
・
高
崎
経
済
大
学
論
集
二
九
巻
三
1
1
四
号
（
昭
和
六
二
年
）
三
三
頁
。
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（
6
9
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
内
田
勝
一
・
前
掲
注
（
6
7
）
一
〇
一
頁
。

（
7
0
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
武
尾
和
彦
・
法
時
五
九
巻
七
号
（
昭
和
六
二
年
）
九
三
頁
。

（
7
1
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
中
馬
義
直
・
手
形
研
究
三
九
六
号
（
ゴ
自
画
一
号
、
昭
和
六
二
年
）
四
頁
、
堀
内
仁
・
手
形
研
究
三
九
八
号
（
コ
ニ
巻
三
号
、
昭

　
和
六
二
年
）
四
五
頁
、
松
本
崇
．
金
商
七
六
四
号
（
昭
和
六
二
年
）
四
二
頁
、
宮
川
不
可
止
1
1
谷
惚
薬
・
手
形
研
究
四
〇
一
号
（
ご
二
巻
六
号
、
昭

　
和
六
二
年
）
四
頁
、
牧
山
市
治
・
金
法
一
一
七
〇
号
（
昭
和
六
二
年
）
一
九
頁
。

（
7
2
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
鎌
田
薫
．
法
セ
三
九
〇
号
（
昭
和
六
二
年
）
九
二
頁
、
堀
内
仁
・
手
形
研
究
四
〇
二
号
（
一
一
二
巻
七
号
、
昭
和
六
二
年
）
五
〇
頁
、

　
高
森
八
四
郎
．
民
商
九
六
巻
六
号
（
昭
和
六
二
年
）
九
九
頁
、
石
塚
章
夫
『
昭
和
六
二
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
』
（
判
タ
年
増
六
七
七
号
、
昭
和
六

　
三
年
）
二
四
頁
。

（
7
3
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
橘
素
子
・
国
税
速
報
五
九
一
二
号
（
平
成
」
九
年
）
＝
一
頁
。

（
7
4
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
松
久
三
四
彦
・
判
評
三
六
一
号
（
春
霞
一
二
九
七
号
、
平
成
元
年
）
三
九
頁
。

（
7
5
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
菅
野
佳
夫
・
判
タ
六
入
七
号
（
平
成
元
年
）
三
六
頁
、
織
田
博
子
・
法
時
六
一
巻
九
号
（
平
成
元
年
）
一
〇
八
頁
。

（
7
6
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
新
谷
眞
人
・
季
刊
労
働
法
一
五
一
号
（
平
成
元
年
）
一
四
八
頁
。

（
7
7
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
本
田
純
一
・
法
セ
四
二
九
号
（
平
成
二
年
）
一
二
〇
頁
、
安
永
正
昭
・
点
景
三
八
一
号
（
二
時
一
三
五
八
号
、
平
成
二
年
）
二
四

　
頁
、
奥
田
昌
道
・
リ
マ
ー
ク
ス
ニ
号
（
平
成
三
年
）
一
二
〇
頁
。

（
7
8
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
川
田
悦
男
．
金
法
一
二
九
二
号
（
平
成
三
年
）
二
頁
、
渡
辺
博
巳
・
手
形
研
究
四
五
八
号
（
三
五
巻
一
二
号
、
平
成
三
年
）
三
〇

　
頁
、
池
田
真
朗
．
判
タ
七
七
一
号
（
平
成
四
年
）
二
七
頁
、
菅
野
佳
夫
・
リ
マ
ー
ク
ス
四
号
（
平
成
四
年
目
四
六
頁
、
塚
原
朋
一
・
金
法
一
三
一
一

　
号
（
平
成
四
年
）
一
四
頁
、
中
山
幾
次
郎
『
平
成
三
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
』
（
判
タ
自
爆
七
九
〇
号
、
平
成
四
年
）
五
八
頁
、
辻
義
教
・
法
時
六

　
四
巻
一
二
号
（
平
成
四
年
）
九
三
頁
、
東
法
子
・
手
形
研
究
四
七
三
号
（
三
六
巻
一
三
号
、
平
成
四
年
）
一
二
頁
。

（
7
9
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
後
藤
巻
則
・
法
セ
四
五
六
号
（
三
七
巻
一
二
号
、
平
成
四
年
）
＝
三
一
頁
。

（
8
0
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
田
中
淳
子
①
．
法
時
六
六
巻
一
二
号
（
平
成
六
年
）
一
〇
六
頁
、
同
②
・
田
中
淳
子
・
愛
知
学
院
大
学
法
研
会
論
集
一
一
巻
二
号

　
（
平
成
七
年
）
一
〇
七
頁
。

（
8
1
）
　
〔
控
訴
審
〕
名
古
屋
高
金
沢
支
藩
平
成
五
年
一
一
月
二
九
日
三
門
八
四
一
号
一
五
〇
頁
…
…
〔
控
訴
審
評
釈
〕
石
原
直
樹
『
平
成
六
年
度
主
要
民
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事
判
例
解
説
』
（
判
自
今
増
八
八
二
号
、
平
成
七
年
）
三
一
〇
頁
。
〔
上
告
審
〕
最
（
二
面
）
判
平
成
一
〇
年
七
月
三
日
裁
判
集
民
事
一
八
九
号
一
頁

　
…
…
〔
上
告
審
評
釈
〕
木
ノ
下
一
郎
・
地
方
財
務
五
三
四
号
（
平
成
一
〇
年
）
一
六
二
頁
、
太
田
幸
夫
『
平
成
一
〇
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
』
（
判

　
タ
臨
増
一
〇
〇
五
号
、
平
成
一
一
年
）
二
八
六
頁
。
〔
差
戻
控
訴
審
〕
名
古
屋
高
判
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
八
日
判
タ
一
〇
二
七
号
一
五
九
頁
。

（
8
2
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
上
井
長
久
・
判
評
四
〇
八
号
（
三
時
一
四
三
九
号
、
平
成
五
年
）
三
〇
頁
、
吉
田
徹
・
税
理
三
六
巻
三
号
（
平
成
五
年
）
一
八
六

貢
、
渡
辺
徹
也
・
シ
ュ
ト
イ
エ
ル
三
七
三
号
（
平
成
五
年
）
一
頁
、
首
藤
重
幸
『
国
際
租
税
法
の
最
近
の
動
向
』
（
租
税
法
研
究
二
一
号
、
平
成
五
年
）

　
二
七
七
頁
、
行
政
法
実
務
研
究
会
・
税
四
八
巻
＝
号
（
平
成
五
年
）
一
五
〇
頁
。

（
8
3
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
菅
野
佳
夫
・
判
タ
九
六
四
号
（
平
成
一
〇
年
）
五
九
頁
。

（
8
4
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
山
本
博
『
平
成
一
〇
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
』
（
判
タ
臨
増
一
〇
〇
五
号
、
平
成
＝
年
）
三
八
頁
。

（
8
5
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
島
村
芳
見
・
税
務
事
例
三
一
巻
一
一
号
（
平
成
一
一
年
）
一
八
頁
。

（
8
6
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
西
尾
信
一
・
銀
行
法
務
2
1
五
五
一
号
（
平
成
一
〇
年
）
六
〇
頁
。

（
8
7
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
荒
木
新
五
・
判
タ
九
九
五
号
（
平
成
＝
年
）
四
入
頁
。

（
8
8
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
大
工
強
『
平
成
＝
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
』
（
判
タ
臨
増
一
〇
三
六
号
、
平
成
一
二
年
）
二
四
頁
。

（
8
9
）
　
〔
控
訴
審
〕
東
京
高
判
平
成
一
二
年
一
二
月
二
〇
日
高
民
集
五
三
巻
二
号
一
七
〇
頁
…
…
〔
控
訴
審
評
釈
〕
田
原
睦
夫
・
金
法
一
六
三
〇
号
（
平

　
成
一
三
年
）
四
頁
、
鎌
田
正
聰
・
季
刊
不
動
産
研
究
四
四
巻
二
号
（
平
成
一
四
年
）
六
潜
蟄
、
徳
本
伸
一
・
判
評
五
二
〇
号
（
判
時
一
七
七
九
号
、

　
平
成
一
四
年
）
一
八
頁
、
桐
ヶ
谷
敬
三
『
平
成
二
二
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
』
（
判
タ
臨
増
一
〇
九
六
号
、
平
成
一
四
年
）
四
二
頁
。

（
9
0
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
石
田
剛
・
判
タ
一
〇
五
四
号
（
平
成
＝
二
年
）
五
五
頁
。

（
9
1
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
鎌
野
邦
樹
・
リ
マ
ー
ク
ス
ニ
五
号
（
平
成
一
四
年
）
三
四
頁
、
中
舎
寛
樹
・
金
法
一
六
五
二
号
（
平
成
一
四
年
）
＝
頁
。

（
9
2
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
石
田
剛
・
法
学
五
五
八
号
（
平
成
一
三
年
）
一
〇
九
頁
、
最
新
実
務
判
例
研
究
会
・
法
令
ニ
ュ
ー
ス
三
六
巻
六
号
（
平
成
一
三
年
）

　
二
〇
頁
、
秦
光
昭
・
金
法
一
六
一
五
号
（
平
成
一
三
年
）
四
頁
、
荒
木
新
五
・
9
0
魯
知
い
碧
一
四
一
号
（
平
成
一
三
年
）
四
〇
頁
、
小
野
秀
誠
・

　
金
商
一
一
二
〇
号
（
平
成
一
三
年
）
六
三
頁
、
武
川
幸
嗣
①
・
三
教
二
五
一
号
（
平
成
＝
二
年
）
一
二
七
頁
、
同
②
・
民
商
＝
一
五
巻
二
号
（
平
成

　
姐
ご
年
）
七
四
頁
、
申
舎
寛
樹
・
リ
マ
ー
ク
ス
ニ
四
号
（
平
成
一
四
年
）
一
八
頁
、
磯
村
保
・
判
例
セ
レ
ク
ト
0
1
（
法
諺
二
五
八
号
別
冊
付
録
、
平

　
成
一
四
年
）
一
五
頁
、
中
野
宏
一
『
平
成
一
三
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
』
（
判
事
臨
増
一
〇
九
六
号
、
平
成
一
四
年
）
四
六
頁
、
中
山
布
紗
・
九
大
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法
学
八
六
号
（
平
成
一
五
年
）
三
六
五
頁
、
吉
岡
伸
一
・
判
タ
一
一
三
四
号
（
平
成
一
六
年
）
九
一
頁
、
青
木
則
幸
・
早
稲
田
法
学
七
九
巻
三
号
（
平

　
成
一
六
年
）
二
一
二
七
頁
。

（
9
3
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
遠
藤
東
路
『
平
成
一
三
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
』
（
判
困
却
増
一
〇
九
六
号
、
平
成
一
四
年
）
九
六
頁
。

（
9
4
）
　
〔
原
審
評
釈
〕
西
郷
雅
彦
・
民
事
研
修
五
四
三
号
（
平
成
一
四
年
）
二
七
頁
。

（
9
5
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
古
書
健
三
郎
・
馬
脳
五
八
六
号
（
平
成
一
五
年
）
一
〇
八
頁
、
武
川
幸
嗣
・
民
商
一
二
九
巻
三
号
（
平
成
一
五
年
）
＝
五
頁
、

　
谷
本
誠
司
．
銀
行
法
務
2
1
六
二
六
号
（
平
成
一
五
年
初
七
三
頁
…
…
〔
所
収
〕
『
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
金
融
商
事
重
要
判
例
（
平
成
一
五
年
度
版
）
』
（
銀
行

　
法
務
2
1
増
刊
六
三
〇
号
、
平
成
一
六
年
）
九
〇
頁
、
吉
岡
伸
一
・
前
掲
注
（
9
2
）
九
一
頁
、
松
尾
弘
・
法
教
二
八
○
号
（
平
成
一
六
年
）
＝
二
頁
、

　
田
原
睦
夫
1
1
印
藤
弘
二
．
金
法
一
六
九
七
号
（
平
成
一
六
年
）
四
頁
、
塩
崎
勤
・
登
記
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
五
四
号
（
六
巻
五
号
、
平
成
一
六
年
）
六

　
九
頁
、
澤
田
省
三
．
登
記
研
究
六
七
九
号
（
平
成
一
六
年
）
二
三
頁
、
田
中
淳
子
・
法
時
七
六
巻
一
〇
号
（
平
成
一
六
年
）
一
〇
三
頁
、
川
井
健
・

　
N
B
L
七
九
三
号
（
平
成
一
六
年
）
六
九
頁
、
太
矢
一
彦
・
銀
行
法
務
2
1
六
四
〇
号
（
平
成
一
六
年
置
七
一
頁
、
花
房
博
文
・
市
民
と
法
三
〇
号
（
平

　
成
一
六
年
）
六
七
頁
、
橋
本
土
管
・
O
口
⊆
σ
δ
い
≧
＜
＜
団
国
（
中
京
大
学
法
科
大
学
院
）
三
号
（
平
成
一
七
年
）
八
九
頁
。

（
9
6
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
雨
下
晃
・
判
評
五
五
四
号
（
判
時
一
八
八
二
号
、
平
成
一
七
年
）
一
二
頁
、
中
舎
寛
樹
・
リ
マ
ー
ク
ス
三
一
号
（
平
成
一
七
年
）

　
六
頁
。

（
9
7
）
　
〔
上
告
審
〕
最
（
二
小
）
判
平
成
一
八
年
一
〇
月
二
〇
自
民
集
六
〇
巻
八
号
三
九
〇
八
頁
…
…
〔
上
告
審
評
釈
〕
印
藤
弘
二
・
金
法
一
七
九
四
号

　
（
平
成
一
九
年
）
四
頁
、
荒
木
新
五
・
判
タ
一
一
ゴ
ニ
四
号
（
平
成
一
九
年
）
四
一
頁
、
塩
崎
勤
・
登
記
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
九
〇
号
（
九
巻
五
号
、
平
成

　
一
九
年
）
一
二
二
頁
、
小
山
泰
史
・
金
法
一
八
〇
三
号
（
平
成
一
九
年
）
七
七
頁
、
永
石
一
郎
・
金
商
一
二
六
九
号
（
平
成
一
九
年
）
一
〇
頁
。

（
9
8
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
谷
本
誠
司
・
銀
行
法
務
2
1
六
五
八
号
（
平
成
一
七
年
）
六
四
頁
、
上
原
由
起
夫
・
判
評
五
六
一
号
（
二
時
一
九
〇
三
号
、
平
成
一

　
七
年
）
三
〇
頁
、
椿
久
美
子
・
リ
マ
ー
ク
ス
三
二
号
（
平
成
一
八
年
）
二
八
頁
、
池
田
真
子
・
金
法
一
七
八
○
号
（
平
成
一
八
年
）
三
三
頁
。

（
9
9
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
田
高
寛
貴
①
『
平
成
一
八
年
度
重
要
判
例
解
説
』
（
ジ
ュ
リ
臨
増
＝
二
三
二
号
、
平
成
一
九
年
）
七
四
頁
、
同
②
・
速
報
判
例
解

　
説
一
号
（
法
セ
増
刊
、
平
成
一
九
年
）
九
三
頁
、
塩
崎
勤
・
登
記
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
七
三
号
（
九
巻
五
号
、
平
成
一
七
年
）
一
〇
五
頁
、
生
熊
長
幸

　
①
．
金
法
一
入
一
二
号
（
平
成
一
九
年
）
四
一
頁
、
同
②
・
民
商
二
二
六
巻
二
号
（
平
成
一
九
年
）
一
〇
一
頁
、
増
森
珠
美
①
・
ジ
ュ
リ
一
三
五
一

　
号
（
平
成
二
〇
年
）
一
〇
四
頁
、
同
②
・
立
時
六
〇
巻
五
号
（
平
成
二
〇
年
）
二
〇
六
頁
、
杉
本
和
士
・
金
商
一
二
八
七
号
（
平
成
二
〇
年
）
二
頁
、
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庄
菊
博
1
1
杉
江
隆
司
・
専
修
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
号
（
平
成
二
〇
年
）
五
七
頁
。

（
0
0
1
）
　
〔
本
件
評
釈
〕
佐
久
間
毅
・
N
B
L
八
三
四
号
（
平
成
一
八
年
）
一
八
頁
、
高
田
淳
・
法
セ
六
一
八
号
（
平
成
一
八
年
）
一
一
五
頁
、
村
中
玲

　
子
・
民
事
研
修
五
九
二
号
（
平
成
一
八
年
）
三
七
頁
、
升
田
純
・
い
。
×
房
判
例
速
報
九
号
（
平
成
一
八
年
）
五
五
頁
、
石
川
剛
・
信
用
保
険
月
報
四
九

　
巻
六
号
（
平
成
一
八
年
）
二
八
頁
、
荒
木
新
五
・
登
記
情
報
五
三
八
号
（
四
六
巻
九
号
、
平
成
一
八
年
）
一
頁
、
浅
井
弘
章
・
銀
行
法
務
2
1
六
六
六

　
号
（
平
成
一
八
年
）
五
一
頁
、
武
川
幸
嗣
①
・
民
商
一
三
五
巻
二
号
（
平
成
一
八
年
）
一
二
一
頁
、
同
②
・
登
記
情
報
五
四
二
号
（
四
七
巻
一
号
、

　
平
成
一
九
年
）
五
四
頁
、
中
山
白
紗
・
北
九
州
市
立
大
学
法
政
論
集
三
四
巻
一
1
1
二
号
（
平
成
一
八
年
）
一
五
六
頁
、
績
孝
史
・
不
動
産
法
律
セ
ミ

　
ナ
ー
三
七
巻
九
号
（
平
成
一
八
年
）
九
二
頁
、
中
舎
寛
樹
・
リ
マ
ー
ク
ス
三
四
号
（
平
成
一
九
年
目
六
頁
、
増
森
珠
美
①
・
ジ
ュ
リ
＝
二
三
一
二
号
（
平

　
成
一
九
年
）
＝
二
頁
、
同
②
・
曹
時
五
九
巻
四
号
（
平
成
一
九
年
）
≡
二
頁
、
磯
村
保
『
平
成
一
八
年
度
重
要
判
例
解
説
』
（
ジ
ュ
リ
臨
増
一
三

　
三
二
号
、
平
成
一
九
年
）
六
六
頁
、
黒
田
直
行
・
J
A
金
融
法
務
四
二
六
号
（
平
成
一
九
年
）
五
七
頁
、
吉
田
克
己
・
判
タ
一
二
三
四
号
（
平
成
一

　
九
年
）
四
九
頁
、
伊
藤
進
・
民
事
研
修
六
〇
一
号
（
平
成
一
九
年
）
二
頁
、
渡
邉
拓
・
歩
立
五
七
六
号
（
判
時
一
九
五
〇
号
、
平
成
一
九
年
）
六
頁
、

　
佐
久
間
毅
・
判
例
セ
レ
ク
ト
0
6
（
法
教
三
一
八
号
別
冊
附
録
、
平
成
一
九
年
）
一
九
頁
、
庄
菊
十
二
杉
江
隆
司
・
専
修
法
学
論
集
九
九
号
（
平
成
一

　
九
年
）
一
六
一
頁
。
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